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１ 議 事 日 程（第２日）

（平成１９年第１回有田川町議会定例会）

平成１９年３月１５日

午前９時３０分開議

於 議 場

日程第１ 一般質問

２ 出席議員は次のとおりである（26名）

１番 尾 上 武 男 ２番 増 谷 憲

３番 堀 江 眞智子 ４番 亀 井 次 男

５番 東 武 史 ６番 細 東 正 明

７番 田 中 良 知 ８番 岡 省 吾

９番 前  利 夫 10番 湊 正 剛

11番 佐々木 裕 哲 12番 森 本 明

13番 横 畑 龍 彦 14番 殿 井 堯

15番 浦 博 善 16番 林 道 種

17番 坂 上 東洋士 18番 楠 部 重 計

19番 新 家 弘 20番 西 弘 義

21番 中  正 門 22番 中 山 進

23番 竹 本 和 泰 24番 大 岡 憲 治

25番 橋 爪 弘 典 26番 森 谷 信 哉

３ 欠席議員は次のとおりである（なし）

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし）

５ 会議録署名議員

10番 湊 正 剛 18番 楠 部 重 計
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６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（19名）

町 長 中 山 正 隆 助 役 山 﨑 博 司

総 務 課 長 須佐見 政 人 清水行政局長 保 田 永一郎

消 防 長 片 畑 昌 宙 企 画 課 長 山 﨑 正 行

福 祉 課 長 東 敏 雄 住 民 課 長 星 田 仁 志

税 務 課 長 赤 井 康 彦 出 納 室 長 浜 田 文 男

情報管理課長 水 口 克 將 建 設 課 長 中 西 一 雄

産 業 課 長 東 信 行 地籍調査課長 福 原 茂 記

水 道 課 長 嶋 﨑 篤 生 下 水 道 課 長 中 井 勇

教 育 委 員 長 鈴 間 稔 教 育 長 楠 木 茂

学校教育課長 岩 本 良 憲 社会教育課長 平 内 竹 信

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名）

事 務 局 長 本 下 浩 久 書 記 池 尻 ひろ子
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平成１９年第１回定例会一般質問者及び項目表

通告順 議員名 質 問 項 目

１ 浦 博善 ①吉備中学校へのサッカー部設立は進展しているのか

②国道４２４号の五西月地区における整備促進の見通し

③機構改革と意識改革について職員の意思を問う

２ 殿井 堯 ①町行政の請負一般業者について

②交流センター及び水の公園について

３ 森谷信哉 ①観光産業について

②デジタル放送移行にともなう住民への説明は

４ 前利夫 ①道路整備対策

②産業振興対策

③公共事業対策

５ 佐々木裕哲 ①資源ゴミについて

②藤並城址（通称 下津野 土居の堀）の保存について

６ 森本 明 ①教育環境の充実を期待する

７ 竹本和泰 ①町財政の見通しと建設計画について伺う

８ 尾上武男 ①新町の防災計画について

②小規模事業者登録制度について

９ 坂上東洋士 ①成人式のあり方について、ご検討を

10 東 武史 ①宣伝広告とインターネット活用について

②紀の国森づくり税の活用と山村地域振興策について

③公共下水道事業について

11 増谷 憲 ①金屋、清水地区の５年間の建設計画について

②集中改革プラン計画について

③機構改革について

12 林 道種 ①義務教育での保護者の負担軽減について

②介護にかからない病人の対策について

③議案第３号での町長、副町長、教育長の給与減額に対す

る当分の間とはどのくらいか

13 堀江眞智子 ①子育て支援について

②障害者への支援について
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８ 議事の経過

開議 ９時３０分

○議長（亀井次男）

おはようございます。

ただいまの出席議員は２６人であります。

定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。

本日の日程は、お手元に配布のとおりであります。

…………… 日程第１ 一般質問 ……………

○議長（亀井次男）

日程第１、一般質問を行います。

配布のとおり、１３名の議員さんから通告をいただいておりますので、順次、

許可いたします。

…………… 通告順１番 １５番（浦 博善） ……………

○議長（亀井次男）

１５番、浦博善君の一般質問を許可します。

１５番、浦博善君。

○１５番（浦 博善）

皆さま、おはようございます。

ただいま、議長の許可を得ましたので、私の一般質問を行います。

合併して丸１年が経過し、いよいよ新しい町としての形づくりを進めていか

なければならない大切な１９年度がスタートしようとしています。

今回私は、昨年度からの懸案事項２件と新町の形づくりの１つであります機

構改革と意識改革について、お尋ねします。

まず、吉備中学校へのサッカー部の設立についてであります。

昨年の第１回定例会におきまして、私はこの問題について質問し、町長より

運動場の問題、指導者の問題など様々な解決しなければならない事項があると

の説明を受け、また社会教育の一環として進めることができないかとも、あわ

せて検討していきたいとの答弁をいただきました。

あれから１年が経過し、昨年の第４回定例会においては、議会の方へ「吉備

中学校へサッカー部の設立を求める請願」が藤並サッカークラブから提出され、

全会一致で採択されています。

請願書にも記載されていましたように、現在、吉備地区を中心に３つのサッ

カーチームが存在し、約１５０名の子供たちが一生懸命、練習に励んでいます。

しかしながら、この子供たちは、中学校に進学すると大好きなサッカーができ
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なくなってしまいます。この子供たちが、中学校に進学した後も好きなスポー

ツが続けられるよう、吉備中学校へのサッカー部設立に向け、町としてもでき

る限りの協力をするべきであると私は思っています。

請願書提出に際しましては、同僚議員であります佐々木議員さん、殿井議員

さんとともに紹介議員として私も末尾に名前を連ねさせてもらいました。紹介

議員の責任においても、私はこれからも、子供たちを取り巻くサッカーの環境

整備ついて質問を重ねていきたいと思っています。

また、保護者の皆さまからの署名を集めた陳情書も、吉備中学校に提出され

ていると聞いています。父兄からも強い要望のあります吉備中学校へのサッカ

ー部設立について、町としての取り組み、今後の対策についてお聞きします。

次に、国道４２４号の五西月地区における整備促進について質問いたします。

有田川町を南北に貫く国道４２４号は、泉南方面から紀南方面へ続く県の重

要路線であり、この国道の整備促進は、町の発展の大きな要になると確信して

います。私は、この国道４２４号の整備促進について、金屋町の時代から有田

全体の発展のため、ひいては和歌山県全体の発展のためにも欠かすことのでき

ない重要路線であり、早急に改修を進めるべきであると訴えてまいりました。

５年前の金屋町議会へは、国道４２４号の抜本的改修を求める請願書が地元委

員会から提出され、全会一致で採択されていました。

昨年の第１回定例会において、私がこの国道の問題を質問したところ、町長

から「平成２２年度までに紀南方面へは開通すると聞いている。紀北方面へも

早く開通できるように努力していく」また「五西月地区の危険な箇所について

は、地元の皆様を含め、国・県に強力に要望し、１日でも早く開通できるよう

努力していく」という力強い答弁をいただいております。

このように、旧町の時代から新町となった現在においても、町と地元住民が

必死になって取り組んでいる国道４２４号の五西月地区の整備促進であります

が、最近、非常に残念に感じたことがありました。

それは先月、私たち地元住民でつくている五西月地区国道改良促進委員会で

県へ陳情に行った際、県の責任者の方から「五西月地区については、当分の間

かんながけのような改修で辛抱してもらいたい」という発言がありました。か

んながけのような改修とは、極端に悪い箇所を部分的に削るように広げるよう

な小規模改修を意味していると言われ、唖然とするとともに、県の消極的な取

り組みと住民感情を逆なでするような発言に対し、強い憤りすら感じたもので

ありました。

私たち住民は、例え町議会議員であっても、県の役人さんたちに対しては何

の発言力もなく、ただお願いにあがるだけの存在でしかありません。狭い道幅

いっぱいに大型トラックが連ねて走ってくる、そのような危険な状況の中で、
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この国道を毎日生活道路としている地域住民の嘆きと苦しみをもっと強く国や

県へ訴えかけてもらいたいと思っております。

現在、公共事業で進められています国道改築事業の宇井苔修理川間は、平成

１９年度も１４億円相当の予算が計上されていると聞いています。この大型の

公共事業を町内で続けてもらうためにも、修理川バイパスの次は五西月バイパ

スとしての準備を早急に進め、紀北方面への改修に向けても、かんながけでな

く抜本的な改修を国や県へより強く要望していくべきだと考えています。

町としての取り組み、現時点での計画と今後の対応について答弁を求めます。

最後に機構改革と意識改革についてであります。

新しいまちづくりに向けての形づくりとして、１９年度の機構改革が検討さ

れています。１年間を振り返り、様々な問題点を考慮しての機構改革と思い期

待しています。

しかし、機構改革とあわせて意識改革も重要な問題であると思います。機構

改革の目的の１つが職員の削減であり、行政のスリム化であることは理解でき

ますが、最も重要なことは、職員を削減しても住民サービスを低下させないた

めの組織づくりであると考えます。職員が減った分だけサービスが低下しても

仕方がないとか、人が減った分だけ残った者が残業してカバーするような発想

では、何の改革にもなりません。少ない人数で今まで以上の仕事をこなしてい

くための機構改革でなければなりません。

そのためには、電算など最新の機器や設備を十二分に活用できる能力と新し

い発想で効率よく仕事をこなしていく能力が職員さんたちに求められてくると

思います。また、そのような職員さんたちの能力を見抜き、適材適所への配置

や効率よく仕事ができる環境を整えるための管理職の役割がたいへん重要にな

ってまいります。

今まで行ってきたような旧町からの古い考えや体質を拭い去り、新しい感性

でこれからの町運営を進めてもらいたく思い、町長初め執行部幹部職員の皆様

の決意をお伺いいたします。

以上で１回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

おはようございます。

今回もまた、１３名の議員さん、ご質問をされております。

ご期待どおりの答弁になるかならんかわりませんけれども、とにかく精一杯

私の考えを話させていただきたいと思います。

それではまず最初に、浦議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。
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吉備中学校へのサッカー部の設立は進展しているのか、というご質問であり

ます。この質問に対しては、もう、前回から浦議員さん一生懸命に取り組んで

くれまして、請願書もいただいております。

今の小学生のサッカーする人口、そういうのもすべて把握をしております。

たいへん多くの小学校の少年がサッカーをやっているという現状であります。

そういった子供たちが、中学校へ上がってサッカーをする場がないということ

でありますけれども。このことについても、私としても何とかサッカー部をつ

くっていけないかということで、教育委員会ともずっと検討してまいりました。

学校の方でも１９年度の当初の創部に向けて、今準備をしている最中だと聞い

ています。グラウンドについては、議員もご承知であると思いますけれども、

吉備中学校は非常に生徒数が多くて、いろんな部活も盛んにやっていますので、

サッカー部のグラウンドとして専用なところはとれないと思いますけれども、

時間調整をすれば何とかやっていけるのと違うかなと思っています。

それともう１つ、候補地としまして、緊急に、早急にやらなければならない

ということであれば、今、中学校のプールの北側、今ちょっと下水道工事の業

者に提供していますけれども、そこを整地したら、恐らくパスまわしとかそれ

ぐらいできるのと違うかなということで、あそこが空き次第整地をして、サッ

カー部の練習場に使っていきたいと私は考えてます。このことについての詳細

については、後で教育委員会の方からご報告を申し上げたいと思います。

それから、国道４２４号の五西月地区の見通しということであります。

この国道４２４号、議員おっしゃるとおり、まさに和歌山県の中部を縦断す

る非常に重要な道路であるということは認識をさせていただいてます。この４

２４号も南の方からよくなってきまして、現在、宇井苔修理川間、これも、も

う間もなく最終段階の工事に入ってます。１９年度には、約１４億円の予算が

この区間に投じられます。恐らくこのことについては、議員おっしゃるとおり、

２２年度には必ず完成をすると思います。

ただ、そこから海南へ向けての、小川を通って五西月地区の４２４号であり

ますけれども、これも、早期に解決をしていただきたいということで、常に国

・県にも強力に要望をさせていただいているところであります。ただ、この道

については、有田川町だけではなしに、今度は海南市、紀美野町、ここら辺ま

で影響を及ぼしてきますので、区の方々とも連携をとって、今後一生懸命に進

めていきたいなと考えています。

ただ、皆さん方にも１つだけお願いしたいのは、もちろん町も努力しますけ

れども。今も小川バイパス、これ実はついています。それともう１つ、４２４

号でないんですけれども、４８０号の金屋バイパス、これも１８年度で１個橋

を架けます。それと同時に１９年度で次の橋も架ける予定になってます。ただ、
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その向こうの土地、いまだ解決のついていない、それと同時に４２４号の小川

バイパスも、肝心の根元の橋のところが用地の解決がついてないという中で、

次の根本的な大改修の五西月地区の事業計画が、なかなか県の方が立てられな

いんだということも聞いています。

それで、我々も一生懸命に全力をあげて、小川バイパスの次は五西月バイパ

ス、これを強く要望を県の方に、もちろんこれは海南も紀美野町も一緒になっ

て取り組んでいきたいと思いますので、地元の議員さんも、すいませんけれど

も、そういうことについては今後一生懸命にご協力を賜りたい。このことが次

の五西月バイパスにつながる大きな道だと思ってますので、よろしくお願いを

申し上げます。

それからもう１つ、機構改革についてでありますけれども。今般、１９年度

有田川町の機構改革をさせていただきました。機構改革をすることによって、

住民の皆さん方に迷惑がかかったり、あるいは人員が少なくなって残業が増え

るというようなことはありません。そういうことがないように、機構改革に手

をつけさせていただきました。そのためには、議員おっしゃるとおり、その部

署部署に、適材適所に当てはまる人員を今後きっちりとつかせて、住民の皆さ

んに本当に迷惑のかからない効率のよい機構改革を、職員の配置を行っていき

たいと思います。

以上です。

○議長（亀井次男）

教育長、楠木君。

○教育長（楠木 茂）

浦議員さんにお答えを申し上げます。

吉備中学へのサッカー部の創設の件でございますが、最近、このサッカー熱

というのは非常に高まってきておるわけでございます。競技する本人はもとよ

り、保護者を巻き込んだ大変なブームになっておるわけでございます。また、

吉備中学校は有田地方で最大の規模の学校に成長してきておる、今世界でも普

及しているサッカー部を創設するということ、これは自然の流れであるんでは

ないかなと、そういうふうに思っております。

クラブの創設や教育課程の編成あるいは作成というのは、学校運営の権限の

範囲であり、学校長が判断し決定することになりますが、教育委員会といたし

ましては、町当局の強力なバックアップを得ながら、また学校と協議をしなが

ら、１９年度の当初の創設に向けて、創部に向けて全面的に強力に支援・協力

をしていきたい。そう考えております。

以上でございます。
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○議長（亀井次男）

１５番、浦君。

○１５番（浦 博善）

１５番、浦です。

再質問といたしまして、まず、吉備中学へのサッカー部の設立についてであ

りますが、町当局の一生懸命な協力と、また１９年度設立に向けての準備が確

実に進んでいるということを聞き、非常にありがたく思っております。子供た

ちの喜ぶ顔が目に浮かんでくるようであります。これからもぜひ、子供たちを

取り巻くサッカーの環境整備について、町当局のご支援をよろしくお願いして、

このサッカー部の質問については終了いたします。

続きまして、国道４２４号の整備促進についてでありますが、町長の答弁に

もございましたように、この国道４２４号については有田川町だけの問題では

なく和歌山県全体の発展のため、そのためには海南市また紀美野町と連携して、

ぜひとも整備促進に向けて、これからも取り組んでもらいたいと思っておりま

す。

また、本当にこの用地の問題というのは、私も地元の促進委員会の一員とし

て非常に難しい問題であることはよくわかっております。ただ、今行われてい

ます楠本小川線、吉田バイパスの件につきましては、私たちも五西月地区の改

良委員会がありまして、なかなか解決に向けての運動というのは取りにくい状

態でありますが、あそこを抜けてその奥、五西月地区に入りますと、私たちの

二十数年前から結成されています改良促進委員会が全面的にバックアップして

いけるような万全の態勢が整っておりますので、ぜひともそのこともあわせて

県の方へ強く要望していってもらいたいと思っております。

私もこの国道の改修については長い間運動を続けてまいりました。その中の

１つ、その中として、今から約二十数年前、当時県道でありましたこの道が国

道に昇格したときには、地元では促進委員会を立ち上げ、花火を上げて喜び、

県や町の関係者を招待して海南へのトンネル開通を夢に描き、国道としての抜

本的な早期改修を待ち望んでまいりました。

しかし、時節はバブル経済の時代に入り、県の財政も豊富なことから、国道

よりも半島振興法が適用できる県道の改修が進み、国道に昇格したために遅れ

てしまったような結果となってしまいました。このことは３年前、私が海南市

との協議会に参加させてもらった際、当時の県の幹部職員さんが発言したこと

であります。そのとき職員さんは 「国道４２４号は予算より名前を取った、県、

道の方ができていたかも知れない」というような発言をなさいました。私はそ

のときも激しい憤りを感じ、会議録を取り寄せて県の計画性を追及しようと思

いました。そしてまた、今回のような、かんながけのような改修という発言を
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されては、本当に県は計画性をもって道路行政を進めているのか疑問になって

まいります。これ以上この場でいくら私が言っても仕方のないことは十分わか

っております。この声が少しでも国や県の職員様方に届くことを願っておきま

す。そして、町の方針としても町長からもより強く県や国へ働きかけてもらえ

るようお願いいたしまして、この国道の問題を終了いたします。

さて、最後の機構改革と意識改革についてであります。

実は、この問題につきましては、私、この通告書を議会初日の朝一番に提出

しておりまして、そしてその後、９時半から始まりましたこの議会の町長のあ

いさつの中に、私のこの質問の内容がすべて盛り込まれていたことを非常に驚

き、また町長のお考えと私の気持ちがぴったりあったことに大変うれしく思い

ました。この質問に対しまして、もう取り下げてもいいかなとも思いましたが、

本当に非常に大事なことであると思い、あえて再度、町長にこの場で発言して

もらいたく思い質問をいたしました。

これほどよくご理解されている町長に対しまして誠に言いにくいことであり

ますが、また私たち自身の恥にもなるようなことでありますが、１つだけ気に

なっていることがあります。それは、昨年の第４回定例会の最終日、１２月の

２１日のことであります。その日は、議会終了後、執行部と議会との忘年会が

計画されていました。私は当然、勤務時間終了後の６時半からの出発と思って

いましたが、４時半出発と聞いて驚き、せめて５時半まで待つべきでないかと

提案いたしました。しかし、皆様もご承知のとおり、４時半に役場を出発した

と聞いています。議場であれだけ立派な討論をし、立派な文章をつくり配布し

ても、すぐその後で幹部職員が仕事を切り上げ忘年会に走っていくようでは、

本当の意識改革、行政改革などできるはずがないと思います。この日はたまた

ま議会との忘年会であり、私が知る結果となりましたが、日常的にこのような

ことが行われているのか、また、この日出席された職員さん方は早退の手続き

をされていたのか、この事件を踏まえ、再度これからの行政改革に向けての町

長を初め幹部職員さんたちの決意をお聞かせ願いたく思います。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

浦議員さんのご指摘にお答えをします。

１２月の最終議会、これ今まで、１年の最後に１回ぐらい何か懇談会を持っ

たらいいのと違うかということで、吉備の時代からもずっと続けてきておりま

した。今回、新しく合併して広くなった中で清水地区でやろうということで、

若干時間を繰り上げて出発をさせていただいたわけなんですけれども。もちろ

ん、参加した幹部職員については、１時間の年休を取らせております。今後、
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そういうことの、ご指摘のされたことのないように、やっぱりそういう会合に

ついては、時間がきちっと終わってからやっていきたいと思います。

○議長（亀井次男）

助役、山﨑君。

○助役（山﨑博司）

ご答弁申し上げます。

ただいまご指摘のありました件でございますが、住民に不安と言いますか、

そういうものを抱かさないために、また行政の怠慢と言われないように、既成

概念、そういうものにとらわれることなく、新しい感覚で全職員が一人一人意

識改革に取り組んでいきたい、このように思っております。

○議長（亀井次男）

総務課長、須佐見君。

○総務課長（須佐見政人）

浦議員さんの質問にお答えします。

町執行部の幹部職員の決意ということなんですけども、私が思うには、去年

の１月に合併して１年３カ月たちます。旧３町については風土、また環境の違

いがあり、職員において、また住民においても考え方の相違があると思ってお

ります。

平成１８年の１月及び４月の人事異動については、旧清水町の職員の方が金

屋庁舎・吉備庁舎への異動がありましたが、金屋及び吉備の方から清水行政局

の管内への異動は、保育士数名の異動があったわけなんですけど、ほとんどあ

りませんでした。

今回の機構改革については、３庁舎間の職員の交流を図るということで、少

しでもそれぞれの地域の考え方を１つにしていくものについてよい機会だと思

っております。旧町の考え方についても、よいものはよい方向で、また古い体

質を切りかえていって、有田川町の統一した考えということで、職員一丸とな

ってものごとを判断していかなければならないとは思っております。行政とい

う既成概念を打破して、まったく新しい感覚で町行政を見直していくために、

職員の能力開発、組織力の向上を積極的に図って、職員の意識改革を推進して

いかなければならないと思っております。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

１５番、浦君。

○１５番（浦 博善）

１５番、浦です。最後の質問になりますが。

私が本当に聞きたいのは、そういう立派なことをいくら言っても、本当にそ
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れだけのことをする決意があるかどうかということを聞きたかったわけでござ

いまして、その１つの例として、その忘年会の話もさせてもらったわけです。

幹部職員の皆様が休暇届けを出して忘年会へ走ることがいいということだとし

たら、これから職員さん方がちょっと遊びに行きたいんで早い目に切り上げさ

せてくれという休暇届が出たら皆さん全部承諾するわけですか。私はそういう

ことを聞きたくてあえて言いづらいことを言わせてもらったわけで、そのこと

に対して幹部職員の皆様、私はこれからこうやっていきますというぐらいの強

い決意をここで述べてもらうわけにはいかないのでしょうか。そう言えるぐら

いの腹のある人がこの中にいてないのでしょうか。私は少し残念に感じます。

これ以上、このことについてここで言っても仕方ないことなんで、これで最後

といたしますが、どうか、一言ぐらいでも強い決意を述べる課長さんがいてる

ことを望んで私の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

今回の１２月の忘年会は、１年間新しい議会を終えたということで計画をさ

せていただいて、若干早く終わって、議員さんにも長らく待ってもらうのも気

の毒やし、とにかくその場へは課長級は全部出席せよという私の命令もありま

した。それでまあ１時間の年休を取らせて参加させたわけでありますけれども、

今後時間内については、そういう類のものについては、一切、時間内に出席す

るというふうなことは一切しないようにしたいと思います。

以上です。

○議長（亀井次男）

以上で浦博善君の一般質問を終わります。

…………… 通告順２番 １４番（殿井 堯） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、１４番、殿井堯君の一般質問を許可いたします。

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

ただいま議長の許可を得ましたので、２つ質問させていただきます。

最初に一般町行政の請負業者について、２つ目に交流センター並びに公園に

ついての質問でございます。

まず最初の、町行政の仕事に対して請負業者、土木、建築、設計といろいろ

ありますけども、今日の場合は、まず最初に伺いたいのは土木関係。今、清水、

金屋、吉備と旧３町の業者の数というのは莫大な数があると。その業者に対し
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て、町行政の方からランク付けをしていると。Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅというラン

ク付けをしていると。そのランク付けについて、旧吉備と旧清水、旧金屋、同

じランクであっても業者の請け負う金額に差があると。ここらが統一化がされ

るのは、いつごろされるのか。

それとまた県指定。県のランクの差というのもありますけども。県で２，０

００万円の工事をやれるのに、町単独の工事で１５０万円しかやれないと。こ

こらの大きなギャップもあるので、ここらのギャップの統一、町の統一はいつ

ごろになるのか、これをまずお聞きしたい。

それとこの土木業者についても、工事が出ましたら、指名審査委員会という

のがありますね。町の場合は助役が責任者になって、その指名審査をやると。

その指名審査をやるときに、一応ランクを重要視した金額というのは出てます

ね。だから、そのランクの金額の出た業者を、例えば、何千万円以上はＡ、何

百万円はＢとかＣとか、そういうランクがあると思いますので、まず確かめる

ために、今日の場合はＡ・Ｂのランクでいいんです。そのＡ・Ｂのランクは、

天がなんぼ、Ａはなんぼ、Ｂはもう天はないんでね、Ｂはなんぼまで、という

そのランクをひとつお聞きしたい。

それと、その選ぶときの審査委員会というのは何名ぐらいあって、どのよう

な方式でどのような業者を選んでいるのか。ＢやったらＢはすべての業者を選

んでいるのか。今、町長が言われているように、一応、垣根がありますね。清

水は清水、吉備は吉備、金屋は金屋という旧単位の垣根があるので、この垣根

を取り除いてどうのこうのと言うてるのではなしに、その垣根の中のランクを

どうしているか、どのぐらいのランク付けで選択しているか、指名審査をして

いるか、それをお聞きしたい。

それと次に交流センターの場合なんですけども。仮に交流センターをやると

したら、その交流センターの規模。公園も一緒にやるんですね。その公園の規

模。その内容をちょっと聞かせてほしい。

それと、これもまた審査委員会にお聞きせんといかんのですけども。今回の

設計業務の委託について、プロポーザル方式という方式を取ってますね。この

方式は、常に国の国土交通省とか、ああいう何百億の単位でプロポーザルとい

うのを取るのは非常に適してると聞いてるんですけど、今回、町の場合、プロ

ポーザルを取って８社指名していますね。８社指名して、そのプロポーザルへ

参加したのは、６社欠席して２社しか参加してません。その２社のまま、見直

さずに発注していますね。仮に２社あって、まあ名前は差し控えるようにとい

うことなので言いませんけども、その２社で発注して、１社は、ある程度のプ

ロポーザルに応じて応募してきたと。あとの１社は、てんぷら。我々の専門用

語で「てんぷら」と言います。てんぷらというのは、揚げたらええわというだ
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けのこと。ただ揚げることに意味があるということだけで、その１社だけやっ

てると。そしたらもう、おのずとして残りの１社に行かざるを得ないような状

態になってると。

こういうことは、やっぱりいかがなもんかと思うので、はなからもうこの業

者へ、その６社が、８社指名してるのに６社がそのプロポーザルへ参加しませ

ん。そら参加せんというのは、普通の委託と違って、あれは人間を選ぶ委託方

法なんですわ。会社を選ぶんじゃなしに人間ね。そういう構想と何を持った人

材を選んで、町とのコミュニケーションを取りながらやる方式なんですけども。

この方式は、大きな、国土交通省とかそういうところは当てはまりますけど

も、町のその選択肢の仕方で当てはまるかどうか。その当てはめようとしたそ

の理由、プロポーザルを取った理由をしっかりといただきたいと。

それと前後になりますけども、そのランクの金額は一応、今回の場合はＢラ

ンク、Ａランクでなんぼという天があるか、それを先にお聞きしたいと。

これでまあ１回目の質問を終わらせていただきます。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

殿井さんのご質問にお答えをしたいと思います。

有田川町の業者のＡランク・Ｂランクの参入する金額でありますけれども。

旧吉備町につきましては、Ａランクについては４，０００万円以上です。それ

からＢランクについては１，５００万円から４，０００万円。それから、旧金

屋町については、Ａランクについては５，０００万円以上。Ｂランクについて

は１，０００万円から５，０００万円まで。それから、旧清水町については、

Ａランクについては４，０００万円以上。それからＢランクについては１，５

００万円から３，９９９万９，９９９円というようになっております。

それからもう１つ、交流センターについてでありますけれども。

この交流センターというのは、まちづくり交付金事業の核になる施設であり

まして、このまちづくり交付金事業というのは、１６年度に都市再生整備計画

として旧吉備町が国の方に申請をした事業でありまして、これが１６年度に採

択されまして、２０年度の完成を目指して５カ年計画で進めてまいってきてお

ります。この事業というのは、この地方は人口的にも非常に増加しまして、非

常に市街化が進みまして、高速道路の整備や紀南へのアクセスなど交通の要所

として通行量が非常に飛躍的に増加することが当時あげられまして、これに比

例して交通事故も非常に多く起こるし、特に歩行者や自転車事故が急増してお

りました。この対策として歩道や自転車道の整備が急務になってきたという背

景もあります。
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また２点目には、人口の増加や集中などによる地域整備が必要であると思わ

れます。ただ、人口増加や構成年齢層の著しい変化があわられますと、それに

反する従来の村型の社会というのが崩壊して、地域における人的交流というの

が非常に希薄になると予想されました。昨今では、その地域で生きるための付

加価値が求められる時代となり、人的交流が学びの場の提供が求められるよう

になってきました。そのことにより住民が気楽に集うことができて、また交流

や生涯学習による生きがいづくりを推進していく必要が出てまいりました。

しかしながら、これらのサービスができる拠点、つまり公園や交流センター

・生涯学習センターなどの公共サービス施設が不足しているということが問題

になってまいりまして、この２点に加えて、平成１４年度に廃止されました有

田鉄道の廃線敷きを何とか有効利用できないかということも、このまちづくり

交付金事業の始まった大きな要因になっております。

この交流センターの規模でありますけれども、交流センターと公園で１万２，

０００平米程度の敷地で、交流センターの建物は、バリアフリーやコスト削減

を考慮して、平屋建ての２，１００平方メートル程度を考えております。いず

れにしても厳しい財政状況の中、建設についてはできる限り安くあげられると

ころは安くあげるように今後努力をしてまいりたいと思います。

それからもう１点、プロポーザルを選んだ主な理由は何かということであり

ますけれども。決して町がプロポーザル方式を取ったら悪いというような考え

は一切持っておりません。ただ、交流センターについては我々もあんまり知識

がないので、知識がある８社の業者にお願いをして、それぞれの持つ知識を十

二分にお聞かせをいただいて、一番いい方法で選ぶということで、８社を指名

させていただきました。議員ご指摘のとおり、６社、これがせっかく町が指名

したのに棄権をした。私も非常に残念に思うし、非常にこう、町をなめとるな

という感じであります。この６社については、今後、何らかのペナルティを考

えなければいけないと思ってます。

以上です。

○議長（亀井次男）

町長、答弁もれですので。

○町長（中山正隆）

答弁もれ、すみません。

おっしゃるとおり、県では２，０００万円の工事入れるのに町では入れない

のと違うかと、そういう事実もあります。これは、県の評価線と有田川町独自

の評価線が違うわけで、こういうことができてきております。それで先ほど言

うたように、それぞれの旧町でのランクによっての入札金額が現在のところ異

なっています。これも合併時においては非常に問題になったんですけれども、
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まあそれぞれ地域の事情もありますし、当分の間、今までどおり清水地区は清

水地区、金屋地区は金屋地区、吉備地区は吉備地区で、今までどおりの入札方

式でやろうということで今日まできたんですけれども。

今後やっぱり１つの町になって、先ほどもやっぱり、旧町格差と言いますか

旧町意識と言いますか、そういうのを１日も早く取り除かなければならない状

態で、そういうことも是正をしていかなければいけないと思っています。それ

で今後、それぞれの地域の皆さんとも相談しながら、できるだけ早く有田川町

として統一した、もちろんランクの見直しも含めて、入札の方法も含めて統一

できるように努力をしていきたいと思います。

○議長（亀井次男）

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

再質問をさせていただきます。

今、土木関係の入札価格について、町長の方からご答弁いただきました。

では、具体的な話に入ります。

明日入札をやる清水行政局の解体についてでございますが、これの予定価格

が、だいたい税抜きで６，１３０万円。これは指名業者の設定なんで、助役に

一応お聞きしたいと思います。一応、責任者なんで。今、価格聞いたらＢラン

クが、僕の聞き間違いかと思いますが、Ｂランクが１，５００万円から三千九

百九十何万円て言うたように思いますけども、間違いないですか。まあ、約４，

０００万円。Ｂランクは三千九百九十何、ね。

この清水行政局の３月１６日の入札には、６，１３０万円ということは、当

然Ａランクで入札ということですね。僕のちょっとお聞きしたとこで、この業

者の指名あるんですけども。この業者の中にＢランクが２社入っていると。今

の金額の間違いでなかったら、この２社入れるのはいかがなものかと思うの１

点と、なぜこの２社を入れたかと。金額の何を除外して、なぜこの２社を入れ

る理由があったのか。指名審査委員会の中で、これがちょっと待ってくれと、

ここはＢランクやさかいにこれ入れたらちょっと具合悪いんかという審査委員

会の中でこの声が起こらなかったのか、まずそれ１点。

それとプロポーザルについてなんですけども。これ業者名を明かすのは差し

控えます。一応、８社入札。プロポーザルで、一応、企画課から出ましたね、

これ。８社入札でやってながら６社、そんなものに応じられるかと。

この業者というのはね、コンサル、設計業者、業者というのは指名メンバー

へ入れてほしいために、まず日参するんです。町へね。名刺配って、一生懸命

に日参して。指名業者へ入っているのに、なぜそれをボイコットするか。その

理由をお聞きしましたか、町は。６社もなんでボイコットしたのかと。
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このボイコットした業者を調べてみると、ものすごいメンバーですね、これ。

一流のメンバーばっかり。なんでこのプロポーザル、やっと指名へ入れてもら

ったのに、今度はその方式になった場合、参加せんということはよっぽどの理

由ないとね。今町長も言うてましたけども、ある程度ペナルティを科せられる

と。それ覚悟で参加してないわけですわ。営業というのは、商売人にとっては

一番大事な営業なんです。それを、四苦八苦して入れてもらったのにボイコッ

トしてると。そのボイコットの内容を、ペナルティを科せられる前に、なんで

おまんらはボイコットするんやと。そら当然ペナルティはあるでしょ。そのと

きに行わんと、残った２社で発注、そら２社でもう発注かけられますわな、は

っきり言うて。１社やったらかけられませんけど、２社やったら発注かけられ

ますね。その２社のうち、まあ１社は、この町に関連して、町の工事もようさ

んやってる、やってくれてる建物に関しては一流の設計事務所と。そのあとの

１社というのは、その内容は僕は把握してませんけどね、この今本筋へ入って

る１社の付き添いであがってきたものと違うんか。要するに、僕がさっき言う

たように「てんぷら 。あげたらええわ。１社やったら都合悪いさかい、おまん」

とこ何とかあげよ。ほいで何するさかいにというような格好で、義理的にあが

ってきたもの違うんかと。まあほいで２社で一応その発注は大義名分、そっち

に決定権があるんやから、町には。２社でも設定はできます。ほいやけど、６

社も棄権したものを、ほいやもうあと２社で発注するかというときに、なんで

その６社が棄権した理由を調べて、もう一度検討すべきだというふうな方式を

取れなかったか。

このプロポーザルについては、これは正直言ってね、お金かかるんですわ。

今まで設計委託するときに、何社か選んで入札というような入札でなしに、何

年間か人材を派遣して、町とのコミュニケーションを取りながらやる方式をプ

ロポーザルというんです。だから、それをなおかつこういうふうに６社が断っ

て、そのまま発注するということは、もう２社しかないのにそのどちらかとい

うことでしょ。一方はてんぷらであげれば、もう一方しか取る余地がない。も

う決まってしまってますよ、これがこういうことでしたら。だから、そのとき

になんで、指名審査委員会でもう一度やり直して、設定して、ほいでペナルテ

ィを６社には与えて、もう一度再発行をしなかったか。

その２点、助役にお伺いします。

○議長（亀井次男）

助役、山﨑君。

○助役（山﨑博司）

お答えします。

まず、入札審査会の座長ということで私の方からお答えしたいと思います。
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旧清水行政局の解体工事の入札の件でございますが。Ａランクの基準につい

て、審査会の中でＡランクのみですべきでなかったかということであろうと思

います。その件について、審査会の中でもそういう意見が出ました。十分検討

した中で、やはり当分の間、旧町の今までやってきた入札の方式でやっていこ

うじゃないか、そういう意見のまとまりの中で、Ａランク７社、それから地元

の清水地内の特定を持っている２業者、そういうことで９社を選んだというこ

とでございます。

それから交流センターの事業ですが、今回プロポーザル方式ということで競

争入札にかけたわけでございます。この件につきましての入札審査会の中では、

２０社の中から８社を選択したということで、これについても従業員あるいは

中の技術者あるいは事業の実績等々を考え検討した結果、こういう結果になっ

たわけでございます。

それから、拒否された理由ということでございますが、これについては、企

画の担当課長の方から答弁させていただきます。

以上でございます。

（ 議長、答弁になってないぞ。金額聞いて、何のために金額聞いたか、そのＢ「

ランクの２社入れた金額が上の金額に２社入れられるのかどうかと、こう質問

してるのに」と殿井議員、呼ぶ）

○助役（山﨑博司）

今の件ですが、これについても、一応ランクからすればＡランクということ

になると思います。しかしながら、今まで入札してきた経過からしまして、旧

清水町のやり方、そういうものを当分の間、新しい入札の方式というのはまだ

決定してございませんので、そういうこともあって、旧町の入札してきたやり

方に沿った決定ということになったわけでございます。

以上です。

○議長（亀井次男）

企画課長、山﨑君。

○企画課長（山﨑正行）

ちょっと補足をさせていただきます。

プロポーザルにつきまして。交流センター及び水の公園、これの担当課とい

たしまして提言をさせていただきました。業者選定の１つの方法でございまし

て、入札の場合であればですね、金額を競わせるという形をとって、コンペの

場合であれば、そういうデザインなり意匠なりを競うという、そういう方式も

あります。

ただ今回の場合、プロポーザルを採用させていただきましたのは、いわゆる

このまちづくりの基本目標に合致しているか、またうちのこの事業の基本コン
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セプトに合致しているか、かつそういう企画能力に優れている業者を選定する

というねらいがございまして、プロポーザルの方式を採用させていただきまし

た。これにつきまして、プロポーザルのシステムと言いまして、そういうプロ

ポーザルに応じますかという形の中で要請を働きかけます。そういう中で、プ

ロポーザルを提出します、しません、そういう一人一人の回答をいただいてで

すね、そのプロポーザルの提出者に対して、うちがプレゼンテーションを行い

まして、そして業者を選考していくという手順になっております。そういう中

で結果的に２社が参加をしていただきまして、プロポーザル実施をしたわけで

ございます。これにつきまして、理由書等の提出の義務もございません。ただ、

自発的に提出を行ってきた業者もおりました。それからですね、経費等につい

ては、一般のそういうコンペと違いますので、何ら経費等についてはあんまり

かからないと。こういう企画能力を競うという趣旨でございますので。

それからもう１点のペナルティに関しますと、これは科せられるものではご

ざいません。ただ、そういう企業努力によりまして、そういう営業努力、こち

らの方の業者をプロポーザルの候補者として選定した以上、そういう格好で回

避されたということになればですね、これはもう当局として何らかの対応はす

るのではないかと。この問題は町の問題でございます。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １０時３３分

再開 １０時３４分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開します。

ちょっと答弁もれがございましたので。

企画課長、山﨑君。

○企画課長（山﨑正行）

理由については、正式に確認をいたしておりません。ただ、業者の方から理

由は出てきてると。と言いますのは、こちらの推測も含めまして、建築物の設

計技術者の資格業者、それも態勢が充実している業者、それから公園、これ一

帯整備しますので、公園の事業実績を持った業者、そういう資格業者を含めた

中で８社という格好で資格審査会で選定されております。そういう中で案内を

出して実施していったわけですけども、理由については、基本的にそういうト

ータル的な事業実施というのには、あんまり、そういう対応をしかねるといっ
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た部分があった業者もありましたし、若干肯定的な責任管理という意味ではち

ょっと辞退したいという業者もあります。これは正式なものではございません。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

ほかに補足説明の方ございませんか。

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

今の説明内容で、質問者の僕云々というんじゃなしに、全議員がどういう感

情を持って受けとめたかですわ。今の説明は説明になってませんよ。はっきり

言うてね、これもう業者名とかそんなん出すなっていうことなんで一応まあ出

しませんけども。２社になった時点で、こういう方式はあかんと、もう一度見

直そうやないかという、そらもう２社で出せないことはないんで出したらいい

んです、そっちに決定権ある……

〔庁内放送が入り、一時中断〕

○議長（亀井次男）

失礼しました。

○１４番（殿井 堯）

この２０社あって、そして８社に絞る、その時点で、その８社に絞ったこの

メンバー見たらね、費用どうやの何どうやのという小さな会社と違いますよ。

超一流のコンサルですよ。僕一番思うのは、設計事務所というのは１軒だけし

か入ってません。その他これ全部、土木とか下水の課長とか水道の課長がわか

るように、コンサルですよ。一番コンサルをメインとした、コンサルというの

は土木関係、下水関係、水道関係の業者で設計。ほとんどコンサル、コンサル

とうのは、これ交流センターというのは建物ですよ。建物なら、普通本来なら

設計事務所が入るはずなんです。そら、コンサルやさけ設計資格持ってますよ。

そやけど業種として一番主流になるのは土木関係。だから、このメンバー見て、

「ああ、こりゃわしとこ参加しても採用してもらえへんわ」ということが一番

先にきますわ。だから、採用してもらえるというのは、ある程度設計関係の１

社だけですわ。名前どうのこうのというんじゃなしに。だから、すでにそのと

きに、なんで６社が参加せんかというと、参加しても取られへん。

今、費用はかかりませんて言うたけど、費用は絶対かかりませんか。かかり

ますよ、これ。かかります。あんたらが、それが役人根性ですわ。あんた人力

っていう、人力に対する費用を入れてますか。これほぼ１年がかりでやりとり

せんなんです。１人選んで、その人間が役場へ何回来んなんか。普通の設計の

入札やったら、来てぱっと入札価格入れてそれで済む。これ打ち合わせとか何

とかにどれくらいの人力要りますか。
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だから、僕が一番言いたいのは、あんたら減価償却するときに人件費は入れ

てないんです。それは行政の一番悪いところです。普通の商売会社は皆、人件

費を入れる。かかります、これ費用は。かかりませんっていうことない、かか

ります。だから、僕が一番言いたい根本は、なんで６社も棄権して参加しませ

んと言うてるのに、なんで２社で発注するんですか。２社で発注されたうちの

１社は「てんぷら」であがってるんやから、もう当然とこの１社しかないです。

それを引き戻して、もう一度審査委員会で助役、審査委員会でもう一度見直そ

うやないかと。６社も棄権してるんだったら、もう一度審査委員会でやりなお

して、もう一度選択しなおそうやないか、みんな参加してもらって公平の立場

を与えようやないかということをなんでせなんだかっていうことです。それや

ったらもう暗黙の了解になってしまって、ほなもうこれここやって。それはま

あ憶測ですけども。だから、それぐらいの慎重は、行政はあっていいんと違い

ますか。もう２社やったら発注できるやないか。そらあ、おかしいですよ、６

社も棄権してるのに２社で発注させるというのは、もってのほかです。こうい

う方式はね。だから、こういうプロポーザルは僕は悪いと言うてるん違います

よ。プロポーザルはいい方式ですよ、これは。一番透明化してる。だから、そ

の透明化してる裏ににごり水があるんです。透明やと思われて、ものすごい平

等やと。談合もなし何もなしで透明化していいと思うけど、その裏に一番危険

性があるんですわ。て言うのは、そこですわ。だから、この６社の業者は賢い

んですわ。参加しても、うち取られへん。もう取るとこだいたい、これ６社見

たらわかるやん。ほなもう、うち参加しませんわ。普通参加しますよ。お金も

うけしたいんやもん。指名メンバーへ入れてもらいたいんやもん。そこらの事

情をもっと助役とか審査委員会は、もう一度戻して。その２社で発注するのも

わかりますよ。戻してなんでそれを慎重審議した上で、ほやもうやむを得ん、

２社で行きましょうかということを何でやらなかったのかということ。

これはしかし、僕はもう最後の質問になるので、もうそんなにこれは質問で

きませんけども、これものすごい問題ですよ、はっきり言うて。そういうあい

まいなことを繰りかえしていたら、おかしいことになりますって。

それと清水の明日入札する件ですけども。清水の昔からの方式でそうした。

清水はそんなでたらめなところですか、議会は。ちょっと待ってくださいよ。

でたらめなところですか、違うでしょう。やっぱり慎重審査して、議員さんは

町民から選ばれて一生懸命に議会へ来て、やるところでしょう。だから、Ｂは

Ｂ、ＡはＡ、やむを得ず清水の行政の関係議員さん、地元地域の関係で入れた

ということもわからんことはない。ただ、今現在、この場所に立っているのは、

有田川町として立っているんでしょ。この工事発注主は清水町ですか。有田川

町です、工事発注は。だから、その地域も考えてあげなければいけないという
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ことはわかりますけども、規則は規則。Ｂでは約４，０００万円までしかやれ

ないのに、なんで５，０００万円へ、Ｂというのは十何社あるでしょ、これ清

水に。１０社ありますか。Ｂランクというのは、全部で１０社あります。だか

らそれを、結局、地域考えてこの２社を入れたと。まあ、清水の業者でしょ。

そやけど、最初これを入れたときに特定と言いましたね。特の持っている業者

を入れたと助役は言いましたね。特ってわかりますか。その特っていう言葉わ

かりますか。その特定業者というのは、建築で４，０００万円以上の下請けを

出す場合は、これは一応特定業者でなければいかん。土木関係は３，０００万

円以上下請けへ出す場合は特定業者でなければいかん。このＡランクは皆、特

定業者持っているんですか、ほや。特定業者ってそんなひいきできる何と違い

ますよ。特定というのは。その特定の下請けへ出す材料というのは、結局下請

けへ、仮に６，０００万円の仕事を５，０００万円の仕事、これまあいくらで

入札やるかわかりませんね。まあほいやけど、いくらか入札価格わかりません

けど、まあ仮に、これ７０で取った場合、今設定価格が６，１００万円。７０

ぐらいで取った場合は、もう４，２００万円で議会を通ってきませんね。もし、

５，０００万円超えたら議会通ってきますね。やっぱり、そういうことの何が

あるさけ、やっぱりある程度明白にして。だから、地域性わかります、町長。

はっき言うて地域性もわかります。そういう温存な気持ちもわかります。でも

ほいやけど、多分入っている業者はええかしらんけど、入ってない業者は何な

よとなると思います。今までそれでやってきたというんやったら、それでもま

あいいですけど。ほいやけど、やっぱり規則は規則。やっぱり４，０００万円

以上になったら、もうＡにまわそうやないかということで、やっぱり線を引く

べき。それをやっていかんと、今後ほいや、町長またもう一回この例がこしら

えた場合に、仮にこれ清水地区、今度は粟生に出た場合、粟生のＢランクを絶

対に入れないとあきませんね。７，０００万円の工事であっても入れないとい

けませんね。だから、その特定とかそんなんじゃなしに、やっぱり決め事は決

め事っていうふうにしてもらわんと、行政に対しての業者が不信感、現実にも

う不信感を持っているさかいに、その業者自体が僕の手元へこういう資料を持

ってきて、おかしいんじゃないか、これどういうことですかっていうことで来

てるんです。僕が別に探り出したわけではない。ちょっと行政のやり方がめち

ゃくちゃ違いますかということなんですわ。ほいでやっぱり基準。そのプロポ

ーザルもそうですけど、この何でもそう、明日入札するこれも何ですけど、基

準はその人情的なことで何せんと、線は線でびしっと引いとかんと、あとで誤

解を受けるので、まあそういうことをよろしくお願いして、私の質問を終わら

せていただきます。
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○議長（亀井次男）

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １０時４５分

再開 １０時４６分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開いたします。

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

プロポーザルについてはですね、若干、時期的というか工期の都合で２社で

もう最終的にやらざるを得なかったんだと思います。今後、こういうことのな

いように気をつけたいと思います。

それと清水の件でありますけれども。まさに先ほど一番最初に答弁させても

らったように、それぞれの地域でそれぞれの方式で今までやってきたというこ

とで、今、殿井議員さんのご指摘の分も含めてですね、できるだけ早い時期に

統一をしたいと思います。最後にご質問ありましたけれども、今まで清水地区

は、例えば粟生地区で５，０００万円以上の工事を出せば、粟生地区のＢの業

者をずっと入れてきたと聞いております。清水地区の議員さんもここにありま

すけども、そんなような方式できたと聞いております。それで、そういうこと

も含めてですね、やっぱり同じ町になったんであるので、県の評価点数も加味

しながら、再度ランクの見直し、あるいはその入札の方式を早く統一できるよ

うに、これから調整をしていきたいと思います。

○議長（亀井次男）

以上で殿井君の質問を終わります。

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １０時４７分

再開 １１時０２分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

…………… 通告順３番 ２６番（森谷信哉） ……………

○議長（亀井次男）

再開いたします。

続いて、２６番、森谷信哉君の一般質問を許可します。

２６番、森谷君。
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○２６番（森谷信哉）

議長から発言の許可を得ましたので、２６番議員の一般質問を始めさせてい

ただきます。

今回、２点について質問させていただきます。

まず最初に、観光産業についてお聞きいたします。

昨年１月に旧３町が合併して有田川町が誕生いたしました。新しい町になり、

私たちの生活する場が広くなり、今まで知らなかった場所や各地域が持ってい

る問題、また新たな人の出会いなどがあり、日々が早く過ぎてしまったなと実

感しています。また新しい町になって、今まで清水町に住んでいて感じていた

観光資源に対する街の人々の考え方の違い、また新しい町にはこんなにすばら

しい観光地があったのだなとつくづく感じました。町の合併の効果は行財政の

安定だけではなく、今までの旧町単位一つ一つでは魅力があったとしても、ト

ータルではお客様に魅力や情報提供力の弱かった観光産業の活性化にも大きく

効果があると思います。また私は、観光とは地域の特産物の生産、加工、販売、

それによる雇用の創出、それをつなぐ道路、関係団体の協力をもって地域活性

の一役を担っていると思います。また私たちの地域に近い高野山が紀伊山地の

霊場と参詣道として世界遺産へ登録され、ピーク時からは観光客は減少してい

ますが、平成１７年度には年間約１２０万人以上の観光客が参拝していると、

これは平成１７年度の観光客動態調査報告書によって報告されています。

しかし、高野山観光協会の案内所の方々に話を聞きに行きますと、観光客、

この場合で言いますと乗用車や観光バスの多くは、大阪方面から入って高野龍

神スカイラインを通って紀南方面へ行っていると聞きます。そのうち何割かは、

有田方面へ来ていますが、それでは私たちの有田川町についてはメリットが少

ないように思います。それはなぜかと考えますと、やはり国道４８０号にいた

っては整備が進んでおらず、観光バスが運行しにくいという理由と、あまりに

もこの地域には観光するところが少ない、ＰＲが足らず魅力を感じていないと

思われているからだと思います。

同じ町になってから改めて思ったのは、４２４号線によって観光アクセスが

まだまだ整備されている、これは吉備のどんどん広場ですが、お客様の集客・

売り上げが年々伸びており、それによって生産者が喜び活気にあふれていると

いうことです。これは組合員さんたちの情熱と努力が結びついた結果だとも思

っております。やはり自分でつくったものが今まで売れずに家庭で消費された

人も、消費されていたものが売れる、必要とされるということは、生産者にと

ってはうれしいことだとも思います。地元も含めて観光客に自分でつくったも

のが売れるということは、地域活性の意味でも重要だとも思っています。

地域の特産物が売れるということは、ブランド力がつくということだとも思
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います。よい商品があれば、それを目当てに観光客が来て、この地域を知って

くれるということにもなり、この地域を知っていただければ、歴史的には、吉

備には宗祇法師が、金屋地区では明恵上人が誕生しております。自然を言えば、

町を縦断している有田川や金屋の次の滝、吉備地区には風車とコスモス、清水

には棚田を初めとする自然があります。農産物で言えば日本一のみかん、ぶど

う山椒、観光客の方々に好評な金屋のぶどう狩り等、数えればきりがないくら

い、よい観光資源がそろっているとも思っております。また、新しい事業とし

ての藤並駅の改築、高速の吉備インターの４車線化と出入口の開発も進んでい

ます。そして、この町にあっては、各種団体の方々が各地域でイベントを行っ

て地域活性のために尽力もしています。

しかし、いくら地域の住民の熱意があっても観光に対する態勢が整なわなけ

れば効果は薄いとも私は思っております。先ほども言いましたが、高野山から

吉備までの道のりの国道４８０号線は局所局所が狭く、観光バスが通行できる

まで整備されるのを待っていると、今でも過疎、高齢化の悩みである私たちの

地域では、どうなってしまうのか心配しております。また、この道は通勤や通

学にと周辺の私たちにとっては大切な生活道路でもあります。近年の情勢で言

えば、道路整備と言っても、必要性のないところ利用者の少ないところは整備

が進みにくいと聞いております。観光は道路整備とは切っても切り離せないと

私は思っております。しかし、道路整備を待っていたらいつになるかわからず、

私たちの地域から次代を担う若い人たちが出ていき、地域の活力が落ちていく

とも思っております。だからこそ私たちの地域は、観光においても道路整備が

必要であると認識していくためにも、観光客誘致は大事だとも思っております。

そのためには地域が行政と一体となって地域おこしをしなければならないとも

思っております。そのために観光事業の中心となる観光協会の合併が１日でも

早く必要だと私は思っております。まだ新しい町ができてから日が浅く、旧町

のときからの観光に対するビジョンが現在すり合わせの最中だと思われますが、

次のことをお聞きいたします。

まず１番目として、将来にわたって有田川町の観光産業の発展は、この地域

の全体的な調整役の行政とその地域の観光産業に携わっている人々の組合であ

る観光協会の協力に尽きると思います。現在、協議中だとは思いますが、今ど

のような態勢で協議が進んでいるのか、また今後の観光協会における運営のや

り方はどのようになるのかお聞きいたします。

２番目として、昨年、観光産業に対する講演を聴きますと、観光資源で町と

町を結んでの地域発展効果があるとお聞きしました。これは、地域の特産品も

しくは観光地を道でつなぐというもので、最近の観光からで言えば、宿泊客が

減って日帰り客が増えているということは、目的地が決まっていて、あとはド
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ライブしながらの観光となると思います。高速インターの整備が進んでいる中、

私たちの地域から言えば、有田郡の１市３町が観光に対して協力して、高野山

までの広域的な関係団体の協力体制が必要と思いますが、町長のお考えはどう

ですか。

３番目に、これは町長が選挙の公約のときから公言していることですが、こ

の町にセールスマンを置いて観光客の誘致を行って、地域の活性を行うと約束

していただいたと思います。私がいた清水地域にとっては大変うれしい話であ

り、期待をしているところでもあります。過疎・高齢化の地域で雇用のまだ少

ない地域も全国的にありますが、しかし同じような地域でも全国的には活気が

でてきた地域もあります。今後の取り組み次第では、地域と行政が互いに協力

していけば、そのような地域でも光が当たってくると私は信じております。ま

た、観光と道は切っても切り離されません。先ほども言いましたが、道ができ

るまで待っていれば地域は衰退してしまいます。そのため、何とかしなければ

と今まで取り組んできたとも、旧町単位では思っております。そのような点を

踏まえて、町長の有田川町になってからの観光に対するお考えをお聞きいたし

たいと思います。

２点目といたしまして、デジタル放送の完全移行に伴う利用者への説明は、

こう質問させていただきます。

私は、昨年の３月の一般質問において、この問題について質問させていただ

きました。そのときには、かなりの莫大な予算が必要であり、今後の国の動向

を見てから検討させていただくと答弁をいただきました。また、９月議会にお

いては、地元の大岡議員からこの問題についての質問があり、業者数社と協議

してこの問題に取り組んでいくともお聞きいたしました。そして、昨年の１２

月議会では、佐々木議員の質問の答弁において、１９年度中に試験電波が流れ

て、それによって対応していくとお聞きいたしました。

この１年の間だけでも、最初は光ファイバーを整備してブロードバンド網の

整備に５０億以上の資金がかかり大変であると答弁をいただいてから、その後、

業者４社によって整備費用の試算をすると最初より半額以下の予算で整備がで

きそうであると担当課の方から説明をいただきました。ただ、デメリットも多

々あり、慎重を期するともうかがいました。

その後、１９年度中に試験電波が流れて受信できれば、現在の共聴施設を利

用してデジタル放送が受信できるようになると聞き、私はたいへん喜んでもい

ます。しかし、私たちが住んでいる有田川町は全部で６３もの共聴施設があり

ます。そして、３，０７６世帯の方々が利用もしています。その中でも加入者

が１０件未満の共聴施設で１１施設、２０件未満が７施設、３０件未満が１３

施設、５０件未満まで合わせると４７施設となり、全体の約７５％となります。
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また、そのような共聴組合に入らず個人でアンテナを設置してテレビを見て

いる方も調べればいました。今後、現在の施設を使って電波を拾っても、機械

設置に費用がかかるとお聞きもいたしました。組合員の多いところでは、個人

負担が少なくて済みますが、いくら補助事業があるとは言っても、個人や組合

員の少ないところでは負担が大きくなってしまうと思います。

現在の施設を利用している方々からは、いくらお金がかかるのか全くわから

ない、また今後高齢化する地域によっては、負担ができるのかどうかという不

安があると相談されます。そして、テレビなどでは地上波デジタルに移行しま

すと、情報は流れておりますが私たちの地域に対応した情報が全くないと不満

の声もいただいています。その場合、担当課の方々から聞いた情報などで私な

りに説明はしておりますが、それでははっきりとした説明ができていなとも思

います。国や県、町も２０１１年問題に対応してくれていますが、かんじんの

町民に対しての説明がまだまだ不十分だと私は思います。今後、施設の改修に

いくら負担金がいるのかや共聴施設の合併も考えなくてはいけないなど、現在

調査中だと思いますが、今後、地域住民に対して、町広報誌などをつかっての

進行状況の説明や地域においての説明を対応する考えがあるのかお聞きいたし

たいと思います。

これにて１回目の質問を終わらせていただきます。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

森谷議員さんの質問にお答えをしたいと思います。

まず、第１問目の観光協会の合併についてであります。現在、吉備・金屋・

清水、それぞれ観光協会があります。これも合併と同時にですね、１８年度よ

り観光協会同士の会長さんが既に３回お寄りをいただいて、合併に向けての協

議をしていただいております。今月中に１回目の有田川町の観光協会設立準備

委員会、これもう有田川町１本になる、有田川町の観光協会の設立準備委員会

というのを開かせていただいて、できれば１９年度の７月に旧３町の観光協会

が一緒になると、新しく有田川町観光協会としてスタートできるだろうという

ことを、今聞いております。

私もやっぱり、観光というのは小さいことでやるのじゃなしに大きく取り組

むということで、ぜひこの旧３町の観光協会の合併については成し遂げていた

だきたいということで、私の方からも強く要望はさせていただいております。

それから藤並駅の改築と高速の４車線化。藤並駅の出入口が進んで、今後ど

のように観光に取り組むのかということでありますけれども。藤並駅につきま

しては、平成１９年度中、来年の２０年の３月３１日までに駅舎の改築が完了
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するわけであります。それに伴って、特急も何本かとめていただく予定になっ

ていまして、同時に平成２３年度頃には、高速が吉備まで完全に４車線化され

ます。これにあわせて、今後この町の観光に力を入れていきたいなと思ってい

ます。

もちろん、高野山までの４８０号につきましては、非常にこの有田川町だけ

じゃなくして、その周辺の地域、有田郡全体の地域の活性化になるということ

で、このことについては国へも県へも、観光バスが高野山まであがるようにと

いうことで毎年毎年努力していますけれども、まだ観光バスがあがるようには

なっていません。そしたら観光バスがあがるまで対策を放っておくのかという

のじゃなしに、藤並駅へ特急がとまった時点で 。

先日も二階さんとＪＲの山岡社長と、たまたま１時間ほど間がありましたの

で、いろんな検討をさせていただきました。山岡社長についてもＪＲのトップ

でありますから、この紀勢線についてはできるだけ多く乗ってほしいんだと。

そのためには藤並駅へ特急をとめて、その辺りの人にも利用をしてほしいけど、

その反面、藤並駅へできるだけお客さんが特急へ乗ってきてくれるような方策

を考えようということで。実は、彼は岡山県出身でありまして、いろんな観光

について非常に熱意を持っていまして。その場で、これはまあちょっと有田川

にはあわないかわからんけど、今、北陸の方へ年間３００万人がカニを目当て

に食べに行くんだと、それで何か沿線にもですね、クエとかおいしい魚がいろ

いろあるので、そういった大きな目玉をつくって、観光にも力を入れて、ＪＲ

の利用客を増やしてほしいんだと。それでそういった観光については我々も県

外からの客の手配については万全を期して協力させてもらうと力強い言葉もい

ただいております。

議員おっしゃるとおり、ほいや有田川町だけで観光というのはやっていける

のかと言えば、そうではないと思います。先日も湯浅、広川の方ともお話させ

てもらったんですけども、湯浅には古い町並み、今度は和歌山県で初めて指定

されましたし、広川町には津波、これ非常に、もう世界的な言葉になっていま

す津波の防災センターができあがります。それだけで果たして観光客が来るか

と言えばですね、僕は来ないと思います。そういった地域のそれぞれのいろん

な名所、もちろん有田川町にもたくさんあります。そういうものをあわせてこ

そ初めて県外から来てくれる。やっぱりこれからの観光というのは、みんなで

一生懸命に考えていかなければならないと思っています。観光マップについて

は、この３月ごろ完成する予定になっています。そのマップをつかって町内外

へ広く発信をしていきたいなと思っています。

それから、友好都市であります高石市、この間、実は１日だけ、議長と販売

するところへ行かせていただきました。もうたくさんの方がですね、清水地区
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の産物、すぐ近くに端に大きなスーパーがあります。すごい人ではやっていま

す。ちょっとそのスーパーと値段も比較しましたけれども、清水から持ってい

った産物もかなりそのスーパーよりも高いものがたくさんありました。にもか

かわらず、野菜とかそういうものについては、ほとんど午前中に売り切れてい

ます。まあ、そういうすばらしいものがあるので、これからあそこへ売りに行

くだけじゃなしに、そういった清水のすばらしい地域の野菜とかそういうもの

をつかってですね、また料理も研究して、できるだけこっちへ来ていただける

ように。

僕は、ビジネスチャンスというのはまだまだやれば本当にあると思っていま

す。とにかく、高石市へは、ここから高速へ乗って行けば４０分ぐらいで着き

ました。それで、向こうの方にも来てもらって、清水まで２時間もかからずに、

約１時間半ぐらいで乗用車で来られるのかという感じであります。今後、観光

以外に清水地域あるいはそういった地域の活性化はないと考えています。それ

でいろんな方向で、ふるさと開発公社の理事さんとも今後協議をしながらです

ね、せっかくつくった温泉とかいろんな施設もありますので、ここらを十二分

に活用していただけるような方策で、今後観光を進めていきたいなと思ってい

ます。

それから、デジタル放送、２０１１年に完全に移行されると聞いてます。１

９年度の７月ごろだと思いますけれども、試験の電波を流すんだということを

聞いています。その中でですね、今共聴しているところは、もしかしたらデジ

タル電波が入るところもあるかもわかりませんけれども、ほとんど映らないと

聞いています。それでまあこれも２０１１年の完全デジタルに向けて、今、共

聴施設、町内に６３カ所あります。この問題についても、一応試験電波を流し

た時点でですね、１９年度中に全部の地区ではいけるかいけないかわかりませ

んけれども、地域の方々とデジタルに移行するためにはどのぐらい要るとか、

そういうことがわかり次第ですね、やっぱり地域へ出向いていって、僕が説明

をさせていただく必要があるのかなと思います。

以上です。

○議長（亀井次男）

２６番、森谷君。

○２６番（森谷信哉）

今、町長さんの答弁に対して、たいへん心強く思っております。また、藤並

駅の改修、また高速の４車線化など、やはり観光に対する意気込みが、まずひ

しひしと伝わってきました。その中で、できれば今年７月に観光協会が合併す

るという話をいただいたんですけど、そのときは、やっぱり観光マップなり観

光に対するＰＲもせなあかんと思います。そのときに、私のこれは要望なんで
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すけども、できれば観光のホームページをきっちりつくっていただいて、全国

に発信する方法を今後、町行政としての指導をしていっていただきたいとも思

っています。

そしてまた、今、公社の話にはなりましたけども、私たちの地域、この間、

まあ１月になるんですけども、私たちで一度会をしてみないかということで、

一度若い人たちで話し合いをしました。そのときに集まったメンバーの中では、

地域の商売に関している方、また多業種の方々、そしてまあ問題の公社の方々

も行って、一緒に話し合いをさせていただいて。その中でもやはり、働く人の

意識改革が必要だという話も、自分らの話し合いでもありました。そして、働

いている子の中では、もっとお客様の声を何とか反映できるような公社づくり

もしていきたいという意識もお聞きいたしました。

総じて言うと、地域にとって、僕らにとっては大切な雇用の場となっており

ますので、今後また一層の、甘やかすのではなく厳しく指導をしていただいて

もかまいませんので、何とかこの経営が健全運営できて、吉備から高野山まで

の道の中継地として、旧清水地域の観光の中心としても発展できるように、ど

うかこれからもよろしくお願いいたします。そして、観光というのは、１日や

２日でできるものではなく、今後１０年先長い末を見つめてやっていかなけれ

ばならないと私は思っておりますので、今後より一層のご協力をよろしくお願

いいたします。

そして、デジタルの方になるんですけども、今、町長さんの方から、何とか

説明会を開きたいというお話をいただきました。本当に何とかしてもやっぱり

合併した中で、やっぱり奥の地域の人は、こういうふうなデジタル放送になる

中でも選べないということがあるんです。街の方だったら、何にしたらええわ

とか、いろいろ選べるんですけども、私たちの地域は選べない中で、１つでも

やはり情報がしっかりほしいと思いますので、どうか１日も早い説明会をして

いただけるよう、よろしくお願いいたします。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

観光については、今回の機構改革でも、清水行政局の産業課へ観光係という

のを置かせていただいています。先日ですね、開発公社の理事長さんが前々か

ら提言していたんですけども、冬季に限り、有田郡の６５歳以上のお年寄りの

方が入浴料半額。それから、日時限定でありますけれども、１泊２食、送り迎

え５，０００円。あるいは、日帰りについては、弁当とカラオケを歌い放題で

１，５００円。すばらしいメニューを出してくれました。それで、理事長さん

にも、もう１つお願いしているんですけど、町外への発信は役場のホームペー
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ジでさせていただきますと。せっかくええプランをたててくれたので、せめて

近畿圏内ぐらいまでこれを広めてみたらどうですか、という提案をさせており

ます。まあ、ホームページについては、役場の方をどんどん活用してくれて結

構ですので、そういったふるさと開発公社の事業につきましても、少なくとも

近畿一円ぐらいに発信できるように、これから再度また理事長さんにもお願い

をしたいと思います。

それからデジタル放送については、そういうことで、本当にこう、テレビと

いうのは今もう唯一、過疎地じゃなくしても、いろんな世界のニュース、日本

のニュースを知ることの手段でもありますので、これは映らないところができ

ては大変だということで、これについては地域の方々と共聴施設のある方々を

一生懸命に今後説明をさせていただきたい。

それで、これは余談ですけども、昨日の新聞に、和歌山県があと５カ年で携

帯電話が入らないところをゼロにするという計画で、ある程度もう今年度から

予算をつけてくれているようであります。そういった活用も、いろんな視野に

入れながら、今後一生懸命に取り組んでいきたいと思います。

○議長（亀井次男）

以上で、森谷君の質問を終わります。

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １１時２９分

再開 １１時３０分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開します。

町長の答弁もれがありましたので。

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

答弁もれじゃなくて、清水行政局の産業課と言うたんですけども、本庁の方

にですね、商工観光係を置かせていただきたいと思います。

○議長（亀井次男）

以上で、森谷君の一般質問を終わります。

…………… 通告順５番 １１番（佐々木裕哲） ……………

○議長（亀井次男）

順序をちょっと変更いたしまして、続いて、通告順５番、１１番、佐々木裕

哲君の一般質問を許可いたします。
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○１１番（佐々木裕哲）

議長の許可を得ましたので、私から２点あまり質問させていただきます。

まず第１点につきましては、資源ごみについてでございます。続いて第２番

目には、藤並城址、通称下津野土居の堀の保存についてでございます。

まず資源ごみについて。この問題を質問する前に、前回行われました一般廃

プラスティック回収競争入札について、一言申し上げたいと思います。

この問題は、合併以前より吉備地区において、町民よりコスト引き下げのた

め随意契約方式から一般競争入札への声が高まり、議会においても議論されて

きましたが、町長の決断により入札が実施されました。結果、町の設計見込み

額３，０２３万６，９７６円に対しまして、１，３３２万６，６００円と、４

４％で落札されました。今日、町財政難の折、年間約１，７００万円、今回の

契約は３年間ですので、約５，０００万円以上の経費が削減されたことになり

ます。

これが行政の改革なのです。県下でも初めての試みではないでしょうか。私

は、一般競争入札により金額が安くなればそれに越したことはないのですが、

今回のように、入札者は町内の方で、誰でも参加できたということに大きな意

義があったと思います。今後とも町内の仕事は、でき得る限り町内の方に門戸

を広くすべきだと思います。その意味でも、今回の一般競争入札は今までにな

い画期的なことだと思います。

さて、本論の資源ごみについてですが、今は資源ごみは、ごみではないとい

うことを申し上げておきます。今年、資源ごみの収集運搬費とその集めた分別

費用に約３，３００万円の費用がかかっております。吉備・金屋地区から年間

空き缶約１３８トン、空瓶２４３トン、古紙特に新聞紙でこれが約１，０００

トン、ペットボトル３７トンが集められていると聞いています。

そこで特に空き缶のうち、アルミ缶・新聞紙等は今日、資源高騰で高く売却

できているはずです。仮に私の試算では、空き缶のうち約半分の７０トンがア

ルミ缶としたら、今日トン当たり１３万円としてでも約９００万円、スチール

缶トン当たり１万５，０００円としてでも約１００万円、空き缶だけでも約１，

０００万円。古紙・新聞紙が約年間１，０００トン収集されていますので、キ

ロ最低３円としてでも約３００万円。これだけでも年間１，３００万円ぐらい

になっているはずだと思います。

町は、収集費・選別費を出費していながら、なぜ資源がお金になるというこ

とを感じないのかと思います。鉄やアルミ、古紙等は相場があり、以前は価値

もないときもありましたが、今は中国経済や世界的な景気向上により需要が高

まり価格が上昇しております。私は、相場がある以上これは上下しますが、今

は売却代金は当然町の収入として処理されるべきだと思います。その点、町長
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はどのように考えているのか、また今後どのようにするのか、お聞きしたいと

思います。

続いて２番目の質問で、藤並城址、通称下津野土居の堀の保全についてであ
じょうし

ります。

この藤並城址は有田川町下津野にあるのですが、この場の皆様方も知ってい
じょうし

る方は少ないかも知れません。この城は、今から約７００年前に湯浅党の支配

下の下津野三郎が築城したと言われています。中世の藤並荘の居城として室町

時代まで約３００年間栄えたと言われていますが、天正１３年、今から４００

年前、秀吉の紀州攻めで滅んだと言われています。中世の城は、この有田川町

内には藤並城を含め吉備地区に８カ所、金屋地区に鳥屋城を含め８カ所、清水

地区に紅葉山城、通称清水城を含め１４カ所の計３０カ所あったと聞いていま

す。また、有田市においては７カ所、湯浅町では６カ所、広川町に９カ所、有

田におきまして計６２カ所もあったと聞いております。また県下では８０３カ

所の居城があったと言われています。

全国的に、まあ、かなりの８００も居城があったわけなんですが、当時の城

は戦のときに攻めてこられないように山頂につくられるのが常でした。

しかし、下津野城は平地につくられ、当時の土塁や水堀が当時のまま残って

いるのは貴重な文化財です。県下でこのような姿で残っているのはここ１カ所

であり、全国的にもほとんどないと言われています。というのも、平地のため

廃城となったあと、堀を埋め屋敷にしたり田畑にしたためです。現在は、やか

た跡はみかん畑となっていますが、堀は一部は埋められているものの、大半は

当時のままで残っています。

以前、まちおこし事業として遺構保全し藤並城跡公園として整備する計画で
いこう あと

あったと聞いておりましたが、予算の関係上、中止となりました。堀は今現在、

町有地として残っていますので、ぜひ案内板等を設置し町民の方々にまず知っ

てもらうことが必要だと私は考えます。今日のように経済変動が激しい世の中

では、歴史や文化面は、つい二の次になる場合が多いのですが、金銭で買えな

い貴重な宝なのです。私たちも、先人たちが残してくれた遺産があればこそ後

世へバトンタッチができるのです。

うれしいことに、御霊小学校の５年生が社会科の歴史の授業の中で、校外学

習として藤並城址を毎年現地見学していると聞いております。これは、校長、
じょうし

教員の取り組み姿勢だと私は思います。何事も足元から見るということを私は

評価したいと思います。ただ、地元の学校の生徒や地元の方々があまり知らな

いのが残念でなりません。町長は私と同様、小さいときこの場所でよく遊んだ

と思います。この城跡はよく知っていると思います。

そこで歴史的遺産をどのように思い、今後どのように保存するのか、また町
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民に知ってもらうのか、町長、教育長の２人にお聞きしたいと思います。教育

長は、教育の長であるので、当然知っていると思いますが、この場の皆さまも、

知らない方はぜひ見学してください。そこで、多くの方に知ってもらうために

私はまず看板等の設置をお願いしたいのです。また、我がまちに、ほかにも数

多くの文化財がたくさんあります。そこで、他市町村にも呼びかけ、有田文化

財マップを作成してはと思います。そうすれば、郡内の方はもちろん県内から

も、有田川町にはこんなところがあったのかと来てくれるはずです。これが歴

史・文化からのまちおこしだと私は思います。その点、まずお２人にお聞きし

たいと思います。

第１回目の質問を終わらせていただきます。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

佐々木議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。

まず資源ごみの件についてであります。それともう１つプラスティックの処

理経費、一般公募入札をしましたところ、町内の方が非常に安く落札をしてく

れまして、議員さんおっしゃるとおり３，０００万円あまりかかっていたもの

が１，３００万円あまりで収集をしてくれることになりました。非常に大きな

経費の節減であったのかなとたいへん喜んでいます。

それと同時に、リサイクルの資源ごみについても１８年度は３，３００万円

実はかかっています。そのうちの処理費として１，６００万円を払っていまし

た。それで、議員おっしゃるとおり、今、古紙とかアルミ缶、こういうものに

ついては非常に高値で売れると。そういう高値に売れるやつも含んだ中で、収

集は別にしても処理に１，６００万円もかかっているのはおかしいのと違うか

と。まあその当時はですね、アルミ缶とか鉄、紙、これ非常に安いときがあり

まして、処分するのにお金がかかったときもありまして、実は、そのときのこ

れは設定だと思います。それで、そのことについても、ぜひ処理費については

ただにしてもらえないかということで今、交渉をしております。

ただ、佐々木議員さんおっしゃるように、清水の地域につきましては、もう

既に地域でこの分別をやってくれていまして、運搬についても誰か産廃業者の

ところへ持っていっていると聞いています。そして、かなりのお金で、区へも

還元されていると聞いています。それでまああのこの有田川町でも吉備とか金

屋のこのアルミ缶とかいろんなことについても、今、佐々木先生がおっしゃっ

たように、その持っていったものが即その単価で売れるかと言えばそうではな

くして、非常にこの缶の中には、たばこの吸殻、いっぱいそういったものが入

っているんだと。それで、結構まあそういう分別にもお金がかかるということ
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を聞いています。そのうちでも、ほいや紙とかそういうものについては分別も

何もいらんの違うかという話をしてですね、できるだけこの処理費については、

まけてもらえるということで、まけてもらえるように今、交渉の最中でありま

す。それで、その中でもやっぱり、ほいやあかなんださけって、このごみとい

うのは１日も収集を怠れないということでありますから、契約にしても、とに

かくもう１年契約は済んだと。６カ月の契約でとどめよ、ということで今やっ

ています。ほいでまあその中で、ただにしてもらえるには、その地域地域にま

たお願いして、アルミ缶についても、たばこの吸殻とか、そういうものは少な

くとも入れないようにしてもらうとか、いろんな方法で、これも１円でも処理

費が安く抑えられるように今後、検討していきたいと思っています。

今、参考でありますけれども、缶が約１３８トン、それからビンが２４３ト

ン、紙・ダンボール９６２トン、ペット３２トン、合計１，３７５トン。これ

１８年度に出ております。

それともう１つ、藤並城跡の問題であります。

僕も子供のとき、あそこの土手というのは非常に広くてあそこで遊んだ覚え

があります。まあ残念なことに、もう地籍は終わっていますけれども、何かそ

の土手がもう狭くなったのかなという感じでありますし、堀についてもまだ現

存はしております。まあその堀も今、荒れ放題になって、埋まったところもた

くさんあります。

この藤並城跡については、中世の土豪、片田次郎八さんの館だと伝えられて

いまして、非常にこう、江戸時代のようなお城ではなくして、平屋建ての庄屋

みたいなお城だったと聞いています。それで当初、このまちづくり交付金事業

の中に入れて復元も考えたんですけれども、予算的なこともありまして、断念

をせざるを得なかったという経過があります。ただ、そういう非常に貴重なと

ころでありますが、まあ屋敷跡というのはもう一般の方のみかん畑であります

ので、大々的には発掘できないと思いますけれども、せめてお堀跡でも調査を

やってみたいなという考えであります。

この有田川町には、そういったものを含めて宗祇の屋敷跡、あるいは明恵の

いろんなゆかりの土地、それからまた、清水にしても有名な雨錫寺とかいろん
うじゃくじ

な史跡というのがあります。もちろんこの中には国とか県とか、まちの指定し

たものがたくさんあります。こういったものを皆さん方に知ってもらおうとい

うことで今、実は文化財マップの作成の作業に取りかかっています。それでま

あ１年ぐらいかけて、すばらしいものをつくりあげたいなと思っています。

以上です。

○議長（亀井次男）

教育長、楠木君。
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○教育長（楠木 茂）

佐々木議員にお答えを申し上げます。

藤並城跡、私も平成１４年に就任以来、知っております。

そこで、藤並城跡は和歌山県の唯一完存している平地城のやかた跡として学

術的に非常に価値のあると、そういうふうに考えております。整備につきまし

ては、財政上の問題あるいは民有地の問題、みかん畑の問題、いろいろござい

ます。が、有田川町の長期総合計画が現在作成中でありますが、それに入れま

して整備を進めてまいりたいと思っております。そしてまた、議員ご指摘の案

内板につきまして、これはぜひとも１９年度中に設置したいなと、そういうよ

うに考えております。また 。この文化財につきまして、広報というのは非常に、

大事になってくるわけでございます。その広報も、ただいま町長が答弁したよ

うに文化財マップをできるだけ早い時期に作成いたしまして、文化財の保存に、

また活用に今後とも努力を重ねてまいりたい、そういうように思っております。

以上です。

○議長（亀井次男）

１１番、佐々木君。

○１１番（佐々木裕哲）

今、町長と教育長の、いい答弁をいただきましたので、安心しているんです

けど。

まず、資源ごみなんですけども、ちょっと町長と私とちょっと若干ずれがあ

りますので、私の考えを申しておきます。

今までの随意契約のやり方では、今後、町民も納得しかねる場合も出てくる

と思います。そういうことで、よき改革をお願いしたいんですけども。

私は、こういうことを言いたいんです。もちろん集めていただく業者の方も

汗水流してまたいろいろやっていただくので、当然その費用は出さなければな

りません。また、分別するのであれば、その瓶の中にいろんなものが入ってあ

れば、それも抜かないといけません。それは当然、代価として与えなければな

らないんですけども、要ったものは要ったで町は払うと。しかし、売れるんだ

ったら、それを町の財政へ戻してもらったらどうかということを言うんです。

それで、さっきも言いましたように、相談あって、またひょっとしたら引き取

ってもらうのにお金が要るかもわかりません。そのときはそのときで私は対処

して当然払わなければならないということです。それはまあ、ごみの件です。

続いて、この藤並城のことなんですけども、先ほど言いましたように、町内

はこの藤並城に限らず、ちょっと私調べてみたんですけども、これだけありま

す。

まず先ほど、数を吉備地区でこれだけと言いましたけどね。まず吉備地区、
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私調べてる中ではね、水尻に水尻城、下津野には、先ほども言いました藤並城、

小島には上野山城、また小島には小島土居城というところがあります。そして

土生地区に土生城、井口に崎山屋敷、そしてもう１つ井口に勝真山館、そして

垣倉に二階城、これがあります。

続いて金屋地区、糸野に湯浅宗光館というのがあります。そして有名な金屋

の鳥屋城、そしてもう１つ金屋地区に畠山城。続いて小川に来見屋城、修理川

に小野城、金屋地区尾上に尾上城、小原に小原の古城というのがあります。そ

して谷に北山城というのがあります。殿様が高垣さんという方だったと聞いて

おります。

そして続いて清水地区に、楠本にミノ城、中原に中原大城、清水地区小原に

阿瀬川古城、そして清水で有名な紅葉山城、これ清水城ですね。そしてまた清

水に小峠城、そして堀江屋敷というのがあります。清水の西原に西原城、同じ

く西原に西原土居城、二川に二川屋敷、また二川に二川天城、東大谷に大谷城、

久野原に久野原土居城、遠井地区に遠井城、中谷に三田城というのがあります。
さんだ

その他まだ吉備には、例えば徳田屋敷とかね、徳田屋敷というのは殿さん、

殿井となってます。殿井さんです （笑声）。

まあ、ここは別としてね、そういうこともあります。ということで私はね、

これをひとつできれば、さっきも観光マップと言った。わかるとこは一度こう

いうのをね。恐らくここで皆さんも 「おお、わえとこの端にこんなとこがあっ、

たのか」とか、恐らく垣倉に二階城とか言うたら、二階さんという家もありま

すわね。恐らく、あったわけだと思うんですね。そういうことで、まあこれも

う、きちっと歴史上残っているんですけども。何か観光マップ、文化財マップ

をすればね、まあ我々は過去にこういうとこがあったんだということになれば

また、まちおこしのためにもね、楽しいじゃないですか。それを片手に持って

やな、家族と、また友人と、ああ清水のあそこへ一度行ってみようよというこ

とになればね、温泉にも入ってくれると。また清水へ行けば物産店でやな、清

水のうまいこんにゃくでも買って帰ろうかというふうなことになると私は思う

のです。ということは、できるだけ、こういうのをマップにして、またそれで、

さっきもちょっと言いましたように、もちろん有田川町を主にしてもいいわけ

ですけども、できれば郡内の文化財マップをつくれば、県外からも、もちろん

寄ってきてくれるだろうと思います。

まあ、そういうことで、あともう時間がないので、私まだまだちょっと言い

たいんですけども、ぜひともこの文化財マップをして、まちおこしの一環とし

て取り上げていただきたいと思います。それだけひとつよろしくお願いしてお

きます。



- -74

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

今、佐々木議員さん、お城の名前たくさん上げてくれました。ほとんど私も、

助役さんにも聞いたけど知らないと。早速ですね、有田川町のお城の博士とし

て認定書を贈呈したいと思います （笑声）。

第１号、お城博士の認定書を早速まあ贈呈したいと思います。

あのう、廃プラについては、もちろん要った経費と売れた……

○議長（亀井次男）

町長さん、資源ごみです。

○町長（中山正隆）

あ、資源ごみ、売った金額と経費のかかった金額の計算をやっていただいて、

そして安くしてもらえるように、交渉中であります。まあ、運搬についても、

これ１，７３６万４，０００円かかっています。今回、これまた入札やったら

安くなるのか、そこら辺の検討も含めてですね、今後はできるだけ安くいくよ

うに、できれば収入が入るようなことで、また考えていきたいと思います。

○議長（亀井次男）

以上で、佐々木君の一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。

再開は、午後１時からでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １１時５９分

再開 １３時００分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

…………… 通告順５番 ９番（前利夫） ……………

○議長（亀井次男）

再開いたします。

続いて、９番、前利夫君の一般質問を許可します。

９番、前君。

○９番（前利夫）

平成１９年度第１回定例会一般質問、資料として議会事務局の方から議員各

位にお配りさせていただいております項目の中で、道路整備対策事業に関連い

たしまして、下から３行目、２０年後に行われるということになっているのは、

とんでもない間違いでございます。２０年度でございます。度数の度でござい

ます。だから具体的には来年、こういうことになるわけでございますので、質
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問に入る前に訂正させていただきます。

私の今期定例会における一般質問通告内容は、１つは道路問題、２つ目は産

業振興問題、３つ目には殿井先生、また一部佐々木先生がおっしゃられました

公共事業に関する入札のあり方について、の以上３点でございます。

本当にこの年月の流れ、まさに光陰は人を待たないと言いますか、これはも

う今では考えられないような状況でございます。私は、昔６人乗りの有鉄が奥

まで走ってくれておりました、バスというよりか自家用車を改造したもの、そ

れに乗せてもらって和歌山へ出向いたのは、ちょうど小学校６年生のときです。

信太山砲兵連隊の中尉として勤務しておりました父親に面会のために出まして、

初めて汽車、これに乗って和歌山へ降りた。まさに今のモータレイション社会、

いわゆる自動車社会とは格別の乖離の感覚がございます。すごい変化だな、も
かいり

のすごいなと、過去を振り返る中で本当に、いろいろの思いが万感胸をかけぬ

けるものがございます。

非常にそういう面から見たら、まさに車社会でございまして、それの運行の

ための、いわゆる第１番条件である道路問題。これに関連して、空港とか公安

すべてが統一されるわけでございます。

２９年に本格的な日本の戦後の復旧が開始される中でですね、第１次道路整

備計画がこの年にできあがりました。この財源を確保するために、功罪いろい

ろ善政のことについて私どもは悲願しておりますが、その財源確保のため、利

用者を対象に議員立法として成立したのは、当時の田中角栄先生が提唱された

道路特定財源でございます。以来、約半世紀以上たつ中で、その特定財源自体

が抜本的に見直され、まさにこれは国だけの問題じゃございません。今後の地

域道路整備の一大、大きな問題でございます。そしてですね、１３次にまでわ

たって続いてきた５ヶ年計画。これもまた、くしくも１９年度をもって新しい

中期計画に変更される画期的な年でございます。これを相手にです、今度の閣

議決定が昨年暮れになされたわけでございます。いかにこの５ヶ年計画、１３

次にわたって我々の道路整備する根源になってきたか。

最初２９年は、２６００億から出発いたしまして、今の１３次計画分で３８

兆円。１３次分全体を含めまして実にですね３５５兆６，１００億円、これだ

けの道路整備費が道路特定財源を背景として道路整備に役立ってきたわけです。

この結果、国管理主要幹線は高速道路も含め大方の基本整備を終えた結果、都

市を中心としてですね、もう道路整備公共事業が必要ない。いわゆる道路に代

表される公共事業の規定さえ暴論として横行している昨今でございますが、と

んでもないことでございます。

私たちの地方自治の母体であります和歌山県の実情を見てみますと、これを

和歌山県が１８年１１月にですね、初めて今後の和歌山県内における国直轄道
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路、県管轄道路、これを中心に今後の和歌山県における道路整備の状況という

ことで発表いたしております。これを総括してみましてですね、今後和歌山県

にこの直轄国道、あるいは半分の経費で負担をしなければならない一般国道、

そして、もちろん自分の管轄になるので、和歌山県の費用、合わせて１兆３，

７００億円が全国の水準に追いつくために必要だとされております。全国の水

準に追いつくためには、和歌山県が年数で言って１０年間遅れておる。もちろ

ん、これは県だけの責任ではございません。なぜかと申しますと、その原因は

ですね、和歌山県が本当に紀伊半島に代表されるに海岸線が多い。そのために

ですね、あらゆる形で港を中心として生活安全のためには港湾整備が必要にな

ってくる。その膨大な費用のために、こういう事態になっておるわけでござい

ます。

直轄道路を含めて高速道路関係で６，０００億の必要見込みを打ち出してお

ります。これはですね、平成１８年度道路予算の約１７年分。県管理国道分に

ついては、約７，７００億円。これも１８年予算の約１７年分。本当に道路整

備の背景を考えますときに、極めて厳しいなという数字的現実にぶつかるわけ

でございます。その中での一般財源への移行はです、道路問題について、まさ

に致命的な影響を与える。だからこそ、こぞって町村会長を中心とする町村会

はもとより、我々議会の代表であります町村議長会も、ことあるごとに一般財

源への移行を強烈にしていたところでございます。何回も何回も一般財源化の

反対決議が全自治体において採用されてきたいきさつの中で、財政の厳しさを

背景といたしまして、冒頭にも申し上げましたとおり、２０年度をもって特定

財源の方式を改めると。これは閣議決定されたことです。ただ無意志でないん

です。

私は、何も国政を論議として言うているのではございません。これが一たび

ですね、そういう格好で一般財源化され、まさに計り知れない、地方へのもろ

もろの影響が出てくることは極めて明白な事実でございます。そういう意味か

ら、この道路整備問題については絶対的に特定財源のこの骨子は、緩めるべき

ではないし、これが緩められるのであれば、はかった手立てをきちっととって

いただく。２０年の税見直しの過程においてですね、やっていただかなければ

ならない重要な事態でございます。

ちなみに私たちの身近な町道整備の問題に目を向けて見たいと思います。残

念ながら昨年合併したばかりで、まだ有田川町としての資料はできておりませ

んが、旧町単位で見まして、１７年度７月にまとめたものが一番新しい資料で

ございますが。旧清水町において一般町道の改良率は７６．６４％、二級町道

改良率は４６．５９％、その他路線改良率にいたっては１３．９８％でありま

す。旧金屋町でございます。一級については６６．６％、二級については３５．
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４４％、その他路線にいたっては１０．７３％でございます。旧吉備町はさす

がに中心部であるだけに、この旧２町に比較して大きく進んでおります。一級

については８０％、二級については６１．４９％、その他４５．１８％。まさ

に何をかいわんやでございます。我々は道路整備のために、社会の血管として

の道路整備のために、今後何をなすべきか極めて明白な数字であります。

この根幹となります一般財源見直しの閣議決定の中で、この私の質問用紙の

中に、きちっと執行部に提出しておるわけでございます。地方の厳しい世論の

中で整備の必要性を具体的に精査し、重点かつ効率化を進め、真に必要な道路

整備は計画的に進め、１９年度、本年度中でございますが、具体的道路整備の

姿を示し、中期計画を作成する。特に地域間格差への反応や生活者重視をふま

えつつ、地方の活性化や自立に必要な地域の基幹道路の整備や渋滞解消のため

のバイパス、高速道路や高次医療施設への広域的アクセスの強化など自主性に

も配慮しながら適切に措置。

そしてですね、もっとも注目すべきは、その財源、特定財源の主軸、いわゆ

る揮発油税については、暫定税率、１リットル当たり４８．６円が現行の制度

でありまして、１８年度実績で５兆６，０００億円にのぼる特定財源の確保が

確実化しておるわけでございますが、これの８割、いわゆる４兆５，０００億

に近い額を揮発油税が占めるわけでございます。この税率は、見直しの中にお

いてでも確保する。これは与党の合意で意見をふまえた閣議決定でございます。

そしてもう１つ、閣議決定の重要項目はわが国の成長力、地域経済の強化、安

全安心の確保による国民が改革の成果を実感できる政策課題に重点的に取り組

む。具体的に申し上げまして、弱者に対する道路の整備、通学児童に対する道

路の整備、高速道路等の値下げ等を中心に検討される予定になっているわけで

ございます。まさに道路の勝負は１９年、今年と来年の税制改革年度、２０年

にかかるわけでございます。この事実を私たちは、直視しなければならないの

でございます。私たちは、私たちの自治主権下にある当町をまず中心に、そし

て自主性を基本として広域圏を法的に形成する有田周辺広域路線につながる道

路対策協議会、主権者事態たる住民組織と小異を捨てて大同につきながら、要

としての県執行部、議決機関構成員の地域選出県会議員団と緊密な連携指導を

求め、一大住民運動を組織しなければならない時期にきております。そして、

いろいろ批判があるようでございますが、心血を注いだ陳情活動を組織して、

まさに生の声を中央に反映させていくことは、今後の構造の基本的指針であり

ます。そのためにはですね、きちっとしたそれなりの理論武装が必要でありま

す。なぜ地方にとって道は必要か。これをまず私たち議会議員は徹底的に目を

つけなければならない。当然、執行部の目のつけどころもここにございます。

道路台帳はですね、戸籍台帳とともに大事な基本台帳であります。１日も早く
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新しい町の道道路台帳を整備していただいて、今後の対県対中央交渉となるそ

の過程において、フルに実情が数字や附表によって示されるよう、今からのご

準備を願いたし、まさに先に申し上げましたとおり時は待ってくれません。く

どいようでございますが、今年と来年にすべてはかかります。それをふまえて、

たん遺憾のない行動を。ぜひ私たちも協力いたしますので、議長以下にも協力

させていただきますことは当然でございますが、その先頭に、やはり執行側が

立っていただくということを、重ねてお願い申し上げます。

産業対策について質します。

当町の農産物の筆頭は、過日１月２６日６時３０分から行われました「まち

づくりフォーラム」でございます。コーディネーターとして務められました常

盤大学コミュニティ振興学部井上教授がこういう言葉をあの場で申されました。

「山野を埋め尽くした有田みかんは、まさに芸術だ」と表現されました。紀伊

國屋文左衛門の昔から一世を風靡、名声は天下あまねく知れわたった事実であ

り地域の誇りでもあります。

全国のみかん産出額に占める割合は１４％。出荷額１９６億円。これは一番

新しいもので平成１５年度の農林統計でございますが。静岡県とともに１位。

当該県の総産出額に占める割合、静岡８％に対して、わが県は１９％。市町村

では、全国順位、旧吉備町は９番目。金屋町は１１番目。産出額、旧吉備町２

８億９，０００万円。旧金屋町２５億２，０００万円。和歌山県のみかん産出

額に占める割合は、旧吉備１５％、旧金屋１３％合わせて２８％。まさに数字

はすべてを裏付けております。

加えて二階先生のご尽力による地域団体商標登録を経済産業省特許局は認定

されたことは、国内的国際的視野からもブランド銘柄としての公認を得た事実

は、みかん流通確立の武器として優位性を発揮できることにつながってくるも

のであり、強力な発展を続ける中国市場等を対象に輸出面での期待がふくらむ

ものであります。

反面、地球温暖化の影響に、山の手入れの不十分さから水源としての有田川

に進行しつつある水不足、さらには第１次産業の宿命ともいえる後継者不足等

々、さらには浮皮現象等の出現等、待ったなしに積極かつ迅速な対応が必要で

あります。行政はみかん農家との接触をより一層深めながら、組織体としての

農協、または個選経営者も含め、有田みかんのさらなる前途開発を行うべきで

あります。もちろん、このためには地元に存在する県出先機関かんきつ試験場

を中核として、品種改良、病根対策等を強力に行うべく本庁にも要求、さらに

学術対象としての近大湯浅試験場、和歌山大学等にも対策アタックを行うこと

を強く要請。ご回答を求めます。

２点目に、山間過疎地域の現今、最有力換金作物、山椒の商標登録手続きを
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積極的に進められたい。これについては、農協も真剣に取り組まれていること

を承知していますが、現在の経過を明らかにしていただきたい。同時に、食品

としての存在価値を定置づけるために、料理研究も真剣に考えていただきたい。

具体的見解を求めます。

長期にわたり低迷を続け、その結果、山間部の活力をそぎ、少子・高齢化に

多大の影響を与えてきた日本材を主とした人工材、すなわち産出物としての杉、

ヒノキ等の木材、総称としての林業に、今ようやく一条の光が差しこんできた

ことは、山間部に居住する一員として感無量のものがあります。

本年３月５日付け、某全国紙は、３面社説において、日本の林業再生につな

がるのかとの見出しの基に、木材自給率向上をタイトルとして、国内の木材消

費量に占める国産材の割合である木材自給が上向いていると指摘しておられる。

その背景には、木材の需給をめぐる国際的な構造の変化があるだけに、自給率

の上昇は今後も続きそうだと予測。安い輸入材の増加によって林業が衰退、結

果森林が荒廃するという事態が長く進行。その自給率は戦後の一時期９０％を

上回っていたが、半世紀たる間に低落が続き、近年は１０％台に低迷。ところ

が２００５年には前年より１．６％上昇して２０％台に、輸入材が前年より６．

２％減少。逆に国産材生産は３．８％増したためだ。０６年もこれを維持する

と結論。その背景に急速に経済成長をとげる中国なども、木材輸入量の急増に

伴う国際価格の上昇、この場合０５年の丸太輸入量は３，０４４万立法メート

ルと５年間で倍増。わが国は、インドネシア産ラワンなど、安価な南洋材を大

量に輸入してきたが、資源の枯渇から東南アジアなどで伐採規制が強化されて

いる。こうした需給の変化で、木材の内外価格差は縮小、逆転にいたっている

とし、その例として合板用の国産杉と輸入北洋カラマツは０４年ごろを境に価

格が逆転、昨年末は１立方メートル当たり国産杉１万３，０００円に対し、輸

入カラマツは１万７，５００円。木材市況の変化は、従来放棄されていた間伐

材の利用を促進している。間伐材を薄く削って住宅用合板に加工する技術開発

も進み、０４年度の利用量は２８４万立方メートル、約１００万立方メートル

も増えた。政府は森林保護と林業振興のための閣僚会議を設け、今後６年間の

間伐面積を現行より１２０万ヘクタール増し、３３０万ヘクタールとする目標

を打ち出した。間伐材の利用が進めば、森林の保全や育成、さらには治水効果

の維持にもつながるとした上で、課題解決方法も具体的にいくつか提言されて

いる。

そこで具体的に現場としての執行部に質したい。

１つは、従来より林業復権の最大課題としての間伐材対策だ。従来までの実

績経過を設定目標値の中で、どの程度消化してきたのか、明確なお答えを願い

たい。と同時に、今回、国の間伐面積増大措置計画に対し、当地元行政として



- -80

具体的にどう対応計画かつ実践を進めていくのかもお答え願いたい。

また、間伐材の合板加工は、今後大きな期待をもつことが可能と考えられる

が、現西ノ原加工施設において、現況の設備からどのように対応できるのかを

お答え願いたい。また、間伐材をメインとしても、当然優良材加工も必要だと

思うが、その素材を十分確保できる具体的手段をどう考えているのか。これは

端的に言って、個々の森林所有者を対象とするのは言をまたないが、伐採加工

場までの運賃も含め、どの程度の価格取引ができるのかによって勝負が決する

と思うが、その構想を具体的に答えられたい。

次に、できた製品は当然販売による取引がスムースに行われ、適正な収益が

得られるかが最後の決め手となるが、その見通しを答えられたい。

最後に、林家後継者対策。間伐材木材確保のための作業員の雇用体制を従来

の緑の担い手育成との関連も含め、具体的構想をどうすすめていくのかを質し

ます。

次に、地場中小企業対策についてお聞きします。

０６年骨太方針の中で、特に中小企業に対しての対策、これと関連してのま

ちづくり方策が財政予算特別枠の中で、３，０９０億円認められており、投げ

てもらった構想をしっかりと地元現場が受けとめ、逃げの姿勢でなく、どこま

でも前向きな対応を具体的に打ちだし、必要な事業に金をかけることが今ほど

大切な時期はないと痛感するものでございます。

例えば、有田川町。今後の有田川周辺の中核とならなければならない藤並駅

周辺整備計画に当たっても、ただ急行をとめるだけでは何の意味も将来への価

値観も生まれてこない。物心両面から何とすばらしいな、とまってじっくり見

てやろうか、つい金もおとしたくなるようなまちづくりをやることが行政の使

命です。このためには、活気あふれる商店街の整備をしながら、地元の産品を

つかってのものづくり、個々の力とともに個々のつながりによる共同施設の共

有等々、このためには、地元中小企業群の集結にかかると思います。これに向

かっての行政の計画樹立と実践を強く求め、回答をお願いしたい。

最後に、公共事業対策について問います。

これについては、１４番議員、１１番議員からも入札問題についてのご質問

があったわけでございます。

誠に悲しむべき、しかし、どのような解釈をしても許されない。住民の税金

を原資として行われる公共事業資金を私物化する、行政を中心としての入札妨

害事件が福島、和歌山、宮崎の３県で談合という形態で、そのトップとしての

知事が各々逮捕、起訴、公判と前代未聞の事件が発生したことは、いまだ記憶

に新しいところであります。まさに、他山の石としてはならないのでございま

す。これを踏まえ、全国知事会の入札に対する都道府県知事を対象としての二
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度と不祥事を起こさない、そのための具体的方針も打ち出されたところであり

ます。

最近、地元自治体を総括指導すべきで立場の総務省が、２月２３日付けで、

地方自治体が発注する公共工事の談合防止策を発表したことは、報道機関、そ

の他を通じご賢察のとおりであります。その骨子を端的に申しまして、一般競

争入札を全自治体で導入、このための関係省令を改正するという骨子構想でご

ざいます。入札とは、民法上における契約締結の行為に該当するものであり、

地方自治法においては第２３４条により「売却、貸借、請負、その他の契約は

一般競争入札、指名競争入札、随意契約またはせり売りの方法により締結する

ものとする」と規定、その執行は長の専属に属するものであります。各々政令

による規定もなされております。特に指名競争入札については、特に指名競争

入札については、自治法施行令第１６７条、指名競争入札により３つの項目が

あげられております。性質または目的が一般競争入札に適しないもの。２つ目

は、競争に加わるべき者の数は一般競争入札に付する必要がないと認められる

程度に少数である契約。３、一般競争入札に付することが不利と認められると

き。以上、まず施行令の１、２、３の判例を参照にした具体的解釈を承ってお

きますのでお答えください。

以上そのお答えの上にたって、入札に対する９番議員の見解を出し、質問を

再度すすめさせていただくことを申し上げまして、私の一般質問を終わらせて

いただきたいと思います。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

前議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。

非常に、数字を細かくあげていただいてのご質問であります。

まず、最初に道路整備対策であります。前議員さんおっしゃられるまでも

なくですね、地方の発展は道路によるところが非常に大きいものがありまして、

まだまだ地方の道路整備というのは、特に和歌山県については整備率において

全国でワースト２。非常に遅れております。この道路というのは、本当に国民

生活はもちろん経済とか社会活動を支えるもっとも基本的な施設であります。

その整備は必要不可欠であり、全国的に見ても大きくたち遅れている状況であ

りまして、その整備促進を最重要課題と考えております。

その中で、道路特定財源、これは揮発油税あるいは自動車取得税を含む、本

当に道路の整備につかうための目的税でありました。それをですね今回、一部

を一般財源化する。しかも２０年度については、すべて道路特定財源を一般化

するという政府の考えであります。この道路特定財源につきましては、ことあ
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るごとに議会の皆さん方も国の方に請願を出されましたし、地方６団体、これ

毎年こぞって、実は１８年度も１２月にこの問題について、全国の地方６団体

結集しまして、この道路特定財源については、ぜひ一般化しないでほしいとい

うことで陳情をさせていただきました。

特に都会では、もう地方の道は要らんのやというような財政諮問会議の意見

もありましたけれども、まだまだ地方にとっては、この道路整備というのは本

当にこう必要な課題であります。今後ですね、この当地方にもいろんな主要道

路あるいは幹線道路が走ってますので、当町単独ではなしに、こういった道路

を有する地域の市町村とも連携をとりながら、今後、国の方に強力に陳情を行

っていきたいと思っています。

それから２番目の産業振興対策であります。

１番目の有田みかん、これをどのような名実ともに地場の名産品として位置

づけていくのかということであります。去年、特許庁の地域ブランドに有田み

かんを含め県下で７品目が登録されまして、名実ともに有田みかんが日本に知

れわたることになりました。有田みかん、これ５００年の歴史がありまして、

今回そういった地域のブランドに登録されたということは非常に意義深いもの

があります。生産地としましては、有田市、吉備地区、金屋地区、これがもっ

とも多く、１８年度のみかんは、出荷量は若干少なかったものの、キロ単価２

８０円ぐらいで、過去１０年間で一番高値で取引されたようです。産業、農業

にかかわる農家の大半がみかんで生計をたてており、今後も主力産業として力

を入れていきたいと考えています。

また、昨今、これブランド登録されたと言ってもやっぱり消費者のニーズと

いうのは、おいしくてすばらしいみかんでなければ、名前だけでは売れない時

代に入っています。幸い当地方には和歌山県の農業果樹試験場、それから近畿

大学の大きな湯浅農場もあります。これとＪＡありだと今後、提携をしながら

新品種の開発を含めてですね、より一層のブランド有田みかんをつくり上げて

いきたい、そのために努力をしたいと考えています。

それからもう１つ、山椒の問題でありますけれども、もう皆さんご承知のと

おり、この有田川の山椒、生産量は日本一であります。全国で今、約１９０ト

ン山椒が生産されていまして、そのうちでも有田川町で９０トン余り、特に清

水地域につきましては８３トン、これ年々増加を続けております。

山椒のブランドについては、これは団体で取るということになっていますの

で、これからＪＡさんの方にもお話をさせていただいて、ぜひ、山椒について

も有田川山椒ということで、地域の商標登録を取れるようにお願いをしていき

たいと思っています。

また、この山椒につきましては、もちろんいろんな商品開発も現在進めてく
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れておりまして、ちりめんと山椒を合わせた佃煮、山椒入りの梅酒、山椒おか

らクッキー、山椒みそ、山椒あられ等々の商品が開発をされていまして、先日

も清水行政局の産業課が、東京の東一という市場でこの商品の宣伝活動を行っ
とういち

たところであります。山椒問題については、まずそういったことも大事であり

ますけれども、後継者が非常に少なくなってきているというのも大きな問題で

あります。そういうことも含めて、今後取り組んでいきたいなと思っています。

それから林業についてのご質問でありますけれども、平成１２年からの間伐

５カ年計画の推移を説明すると、有田管内の間伐目標面積で４，６２２ヘクタ

ールに対して実績面積が４，２９０ヘクタールで、うち有田川町では２，９４

１ヘクタールであります。平成１７年より第２次５カ年計画対策で、目標は２，

８３０ヘクタールに対して、実績面積で１，１９８ヘクタール、うち町内で９

３１ヘクタールを実施しております。

今回の国の美しい森林づくり推進国民運動の実施により、国では、平成２４

年度までの６カ年に毎年５５万ヘクタールの間伐を行うこととしています。当

面の財源として今年度補正予算５３０億円、１９年度当初予算として２３５億

円の計７６５億円の財源確保がされました。これでいきますと、従来、年３２

万ヘクタールに２３万ヘクタールの追加的森林整備が実施できることになりま

す。和歌山県への割当ては、今後内示されると思いますが、それについても町

では従来の助成措置を講じていく所存であります。県補助金についても講じて

いただけるよう取り計らっていくとともに、地元森林組合を通じて林家に間伐

事業を奨励してまいりたいと思っております。

合板加工への取り組みについては、現状では合板加工の原版しか製造できな

い状態であります。合板加工製品を製作するには、ホットプレス、フィンガー

ジョイント等の加工機材が必要となり、設備投資に４，０００万円～５，００

０万円の経費が必要とのことであります。まあ４，０００万円～５，０００万

円、これはあんまり大した金額ではありませんし、今後、木材加工センターの

運営状況あるいはそういった合板の需給状況を見ながら、こういう機械も取り

入れていきたいと思っております。

それから、原木の取引価格においては市場取り扱い単価よりも輸送料、市場

手数料等で立米当たり２，５００円から３，０００円の節減単価になります。

現在納入されている原木価格は立方当たり６，０００円から８，０００円の間

伐材が主であり、これを製品に加工して、立米あたり安いもので３万円、高い

もので７万円ぐらいの単価で販売していますが、だいたい平均的には４万５，

０００円ぐらいであります。しかしながら、原木の材質、ユーザーの希望もあ

り、なかなか難しい面もあります。現在の施設をつかって、原木２０立方を処

理して１０立方の製品を製造していきたいということであります。森林組合よ
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り１８年度２月末までの原木仕入れ料、製品別売り上げ、主な取引先、１８年

度の収支見込の資料をまた提出をさせていただきたいと思っています。ちなみ

に平成１８年度については、木材加工所約５０万円ぐらいの黒字であります。

ところがここへ来て、非常に経営方針も民間の知恵を入れさせていただいて、

１月・２月については、さらに好調に木材加工センターが推移をしております。

皆さん方もお立ち寄りをいただければわかるんですけども、以前とは比べもの

にならないくらい間伐材があの広い貯木場に入ってまして、先日もちょっと行

ってきましたところ、現在は注文だけで、よう間にあわさんのやという話もし

ていました。先日もどこかから１，０００本注文があったんやけど、６００本

しかよう納めなくて、その差額の補償金も払わせていただきましたという話も

していましたし、今ここへ来て本当に材木というのが、地球温暖化の目的もあ

りますけれども、やっぱり国内産がある程度見直されたのかなと。それと同時

に、もう世界各国ではですね、特に中国、これは木材の大市場でありますけれ

ども、向こう１０年間は一切材木は伐採できないというような状況もありまし

て、材木の単価については徐々に上がっております。今年の暑い時期でも国内

産は平均去年より立米当たり２，０００円ぐらい高くなったと聞いています。

そういう事情もありまして、今後材木については、非常に希望を持てるん違う

かなと思ってます。ただやっぱり、材木は地元の林家の方々の協力もこれから

必要でありますし、そういうことも今後、林家の方々にもいろいろご協力をい

ただいて、材木が本当によみがえるような方法をとっていきたいと思っていま

す。

また、うちは中国の貴渓市と友好都市の提携を結んでいまして、去年こちら

からも行かせていただきましたし、また、向こうの貴渓市の役員さん、４月の

終わりか５月の初めに当町に来てくれることになってます。その中でいろんな

話をさせていただいて、とにかく箸でも何でもかまん、安くつくったら買って

くれるかということも話をさせていただいて。値段さえ合えばいくらでも分け

ていただくし、箸になるような材料でも分けていただきたいという話も舞い込

んでいます。

先日も中国の方、海南市で貿易会社を営んでいる方ですけれども、材木の加

工場へも見学に来てくれまして、いろんな方向でですね、その調整を進めさせ

ていただいています。

それと、先月も総務省からですね、がんばる地方応援プログラムの説明会と

いうことで行ったんですけれども、そのときも１つお願いをしてきたのは、今、

農業と漁業、これについては外国の研修生を受け入れる制度があります。とこ

ろがこの林業については、外国の研修生を受け入れる制度がないためにですね、

外国から日本の、清水地区の山へ入っていただいて、材木を伐採していただけ
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るような方法というかそういう制度がありませんので、これも、その制度も農

業・漁業とあわせて林業にもこういう制度をつくってほしいということを申し

述べてきたところであります。

それから、地場の中小企業の活性化。中小企業というのは、地域はすべて中

小企業であります。中小企業の活性化なくして地域の活性化がないということ

で、地域の中小企業の活性化対策に今後一生懸命に取り組んでいきたいと思っ

ています。

実は、先日の「頑張る地方応援プログラム」というのが今度は総務省から発

表されまして、この中に、いろんなプロジェクトを提出せよと、地域地域でプ

ロジェクトを提出せよと、これは１０項目にわたって提示されています。地域

の経営改革プロジェクト、地場産品の発掘ブランド化プロジェクト、少子化対

策プロジェクト、企業立地促進プロジェクト、定住促進プロジェクト、観光振

興・交流プロジェクト、まちなか再生プロジェクト、若者自立支援プロジェク

ト、安心・安全なまちづくりプロジェクト、環境保全プロジェクト、この１０

項目にわたって提示をされています。

それで、この応援プログラムというのは、今の項目の中に当てはまるような

事業を計画して、その経過表を出してくださいということで、３年間に限り１

年間３，０００万円補助金をつけてくれるということで、国の方で約２，７０

０億円が用意されております。それで先日の課長会でも、それぞれの課で、こ

れに合うようなプロジェクト案を作成できるのであれば作成してほしいという

ことも話をさせていただいております。また議員さん方もそういった提案があ

れば、それぞれの課長に進言をしていただいて。これ、前に竹下総理時代にふ

るさと創生事業ということで１億円ずつ、これはもう無条件に各市町村へ配っ

たんですけれども、それとよく似たかたちで、頑張る地方を応援しようかとい

うプログラムでありますので、ぜひ有田川町もこのプログラムを提出してです

ね、３年間で９，０００万円いただけるようなプロジェクトをつくっていこう

かなと考えているところであります。

それともう１つ、前さんの質問で公共事業対策であります。

公共事業というのは、本当に地方にとっても町経済を支える大事な事業であ

ります。もちろん談合問題、そういうことは決して許されることではありませ

ん。ただ前先生もご指摘のとおり、この間もこのがんばる地方懇談会の場で

説明があったんですけれども、総務省としては、入札制度、これ一般公募入札

をすべての地方自治体に適用するという考えをもっているようであります。こ

れについては、我々１０の市町村長がその場に招かれて行ったんですけれども、

１０人ともこの制度については猛反対をしております。

なぜなら、やっぱり一般公募、これ非常に談合問題できぬくいと思います。
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思いますけれども、一般公募入札あるいは電子入札にすれば、日本全国、北海

道から九州まで応募があります。しかも何十社応募してくるかわかりません。

そうすると、資格の審査、これもやるのに莫大な人数、職員が要ります。果た

して北海道の方が受けて、その後のメンテナンスができるか、そういう問題も

いろいろ絡んできますので、これはもう、１０人とも大反対の声を総務省にぶ

つけてまいりました。

有田川町の公共事業の入札についても、やっぱり地元でできるものは地元で

発注していきたいという考えは今のところ変わっておりません。

以上です。

○議長（亀井次男）

９番、前君。

○９番（前利夫）

答弁もれありますので、ご指摘しますのでよろしくお願いいたします。

いわゆるこれ、自治法に許されておるところの入札の問題ですが、いわゆる

一般競争入札、これはまあ原則でございます。そして指名競争、それから随契、

この３つは許されております。特に指名競争入札については、先にも申し入れ

ましたとおり１６７条ですか、地方自治法施行令の。それ３項目、これをクリ

アしなければならないことになっています。その点について問うたんでござい

ますが、何のお答えもございませんので。これは再質問ではなしに答弁もれで

議長、お願いしたいと思います。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

前さんの質問にお答えします。

もちろんその指名競争入札、地方自治法施行令第１６７条の指名競争入札の

とおり３つの条件に当てはまれるときに行いたいと思います。

○議長（亀井次男）

９番、前君。

○９番（前利夫）

発言時間が若干残されておりますので。私、まあ原則として最初から質問は

もう前もって草案をきちっと出しておりますので、１回で終わる姿勢を貫いて

おるのでございますが。

この入札問題について、１４番議員も質問されまして。また１１番議員も、

一般競争入札というのはいかに有利か、という点で約３分の１減少したこのご

み問題の一般競争入札、具体的に取り上げていただいたんでございますが。

これもう、１４番議員も指摘されたんでございますが、明日に清水行政局旧
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庁舎が入札に付されることになりました。私も重複しない限りで申し上げたい

のでございますが、それをきちっと確認させていただいた結果、１４番議員も

指摘されていますとおりですね、およそ今、お答えになった１６７条の施行令

についてですね、無視されておる時点があるんじゃないか。と申しますのはね、

この３点をクリアしない限り、指名競争入札というのは、特に１６７条の施行

令で何してるということは制約をかけておるわけですよ。そして、登録を取る

条件としてですね、指名じゃなしに建設業の企業の登録を取る何として一番大

事なことはですね実績であり、実績とは何か、従業員の数やとか技術的な管理

体制が十分にできるか、機械器具を整備しているか、社会保険制度をきちっと

導入しておるか、これによって初めて建設業をやっていけるけども、いわゆる

公共を対象とした、ほかの契約と違ってですね、規定が設けられておるわけで。

少なくとも明日の工事については、はっきり私も指摘させていただきますが、

いわゆるそのためのせっかくのランクをですね、慣例やからと、慣例というこ

とは、これはあの民法上は通用しますけどね、私は公的な資金をつかうところ

の民法というのは、あくまでも私的でございます。だから自治法やこの施行令

において公的に制約されておるとおりですね、そんな勝手な変更をやったら、

こんなもん何にもならんのです。いわゆる４，０００万円以上で、これ旧清水

町の場合ですよ、これはわかりますよ、私も議員を長いことさせていただいて

おりますので。Ｂクラスはそれに達しないと。こういう関係の中でＡもＢも一

緒にしてですね、これ、助役がやるところの、１４番議員の何に対してこの町

の条例、建設関係あるでしょう、これ。一番大事な条項として有田川町工事検

査事務取扱規定、これは１６７条、いわゆる自治法２３４条ですか、これに基

づいてやっているのは、これ条例です。それ以外に何もないです。条例という

のは必ず上の法令に対して遵守しなければ、これは無効になります。だからで

すね、その中で級をきちっと認可の時点で決めて、それを勝手に入札において

変更する、こんなことは慣例やというても許されませんよ。ましてですね、１

８年の１月１日から新しい町になったんでしょう。悪いしきたりは悪いしきた

り、そういう慣例は慣例できちっと、この際廃止していかなかったらですね、

いつまでたってもそういう義理人情的なですね、私情が入るようなことを継続

しとったら、これ新しいまちづくりできませんよ、これ。将来は１つの庁舎に

なって、１つの課長がそれぞれのやっていかんなん体制を急がなければ本当の

行政改革はこれないんでしょう。例えば、同じ課長でも行政局の課長はこの席

にすら出られないと。行政局長だけ座っておりますけど。そんな事態がいつま

でも続けられたら、これ無意味ですよ、そんな格好だけではあかんのですよ。

この入札でもそうでしょ。そういう面から明日の問題に対してこれ全協してく

ださいよ。こんなもんは、そのまま続けるんだったら私は、１人でも訴訟問題
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起こしますよ、これ。これははっきり言うておきますよ。個人的には、町長と

はものすごい昔からのつれですよ。また皆さん方にはお世話になっております

よ。それはそれとしてでもですね、間違いは間違いでしょう、これ。こんなも

ん、訴訟します。よく、審査委員の中に役場の現在の課長２人入っているでし

ょう、名前は言いませんけど。私は入っても結構やと言うんですよ。血縁関係

を調べてみましたか。業者に親戚の者が入ってるんじゃないですか。それ調べ

たんですか。それはまさにですね、公務員というのは公のために奉仕するんで

しょう。だから議員やったらやな、我が請負できんでしょう。決められておる

でしょう。そんなもんの審査委員もやっといてですね、私はこれ許しませんよ。

誰が許すったって。即刻これ訂正してくださいよ。そうやなかったら大きな何

が起こりますよ、明日から。これはっきり申し上げておきますよ。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

明日の入札問題については、殿井先生にも先ほどお答えしたように、合併す

るまでにはそれぞれの町の方式があったと。それで、この入札あの……

（ それはそれでわかるよ、わかるけど、審査の中にやな、なんでそんなお前身「

内を加えた審査やんのよ」と前議員、呼ぶ ）。

○町長（中山正隆）

ほいでね、そういうことがあって、合併協議会の中でまあ……

（ そんなことは通らんぞ、町長何のあんた、そんな……」と前議員、呼ぶ）「

○町長（中山正隆）

ほいや僕、前さんにお言葉返すようですけど、１７年度こういう清水町で

たくさん、地元のＢを入れて入札やってます。それは議会として、あんた全部

認めてきたのと違いますか。それは……

（ そんなことをさあ、新しいまちの中で、当初から認めて、そんなことは認め「

てええんじゃということは……」と前議員、呼ぶ）

○町長（中山正隆）

それを含めてこれから改革せなあかんということで、今、検討させていただ

いていますということで、やっちゃあんのじょ。今までそういうことを清水町

で……

（ まだまあ明日という日にちあんのやいしょ。即刻、そういう面で改めたらえ「

えんやいしょ。血縁の中へ入っとるや、審査委員の中へ」と前議員、呼ぶ）

○町長（中山正隆）

それはねえ、前さんよ。それは僕は……

（ ああ、そんなん認めん。なんぼ……」と前議員、呼ぶ）「
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○町長（中山正隆）

新しい町になって……

○議長（亀井次男）

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １４時１０分

再開 １５時１５分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開いたします。

町長の答弁、続行お願いします。

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

えらい貴重な時間をとらせていただいて、本当にありがとうございます。

最終的な答弁をさせていただきたいと思います。

今回の入札については、今まで清水町で行ってきたとおり、地域の要望もあ

りましたし、そうさせてもらったわけでありまして、入札については明日執行

したいと思います。

その中で、前議員さんのご質問のとおり、非常に貴重な意見でありますの

で、次回の入札からにつきましては、地域性は別といたしまして、金額につい

てはきちっと設定をして、それに参加する業者、これも有田川町で統一したか

たちで入札にかけたいと思います。

（ 議長、動議」と殿井議員、呼ぶ）「

○議長（亀井次男）

１４番。

○１４番（殿井 堯）

そのまま続行で、この今のままの進行状態。この議会は今のこれで続行、進

行状態で一応議長は認められたんですか。

○議長（亀井次男）

議会のね、今、一般質問のかたちになっているので、そういうかたちの中で、

もう１回再々質問ができますので。

（ それ終わってからですか。ある程度こじれたら、やっぱり議運サイドのその「

何がなかったら」と殿井議員呼ぶ ）。

○議長（亀井次男）

いやいや、ここは大丈夫です。

（ いや、そんなことはないです」と殿井議員、呼ぶ）「
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○議長（亀井次男）

また何しますので。あとでまた何するよ。

９番議員、前議員、何か質問ありましたら。

○９番（前利夫）

あの、私の一般質問が原因で、皆さん方にたいへん貴重な時間ご迷惑をかけ

ていたしております。

そこでですね、きちっとお答えしていただきたいのは、法施行令１６７条に

よってたびたび言うていますように、指名競争入札をとるのは、性質または目

的が一般競争入札に適しないもの。このあくまでも指名競争入札というのは、

一般競争入札を主にやるということはもう当然のことです、公共事業の場合。

そして２つ目には、競争に加わるべきものの数は、一般競争入札に対する必要

がないと認められる程度に少数である契約、いわゆる随意契約も認められてお

りますので。普通、一般競争入札というのは少なくとも、個人的には５人、会

社的には５社以上ということがもう決められておるわけです。それ以上に適し

ないもの、いわゆる随契やってもええなということも、大幅な枠の中で認めら

れておるわけです。３番目には、一般競争入札に付することが不利と認められ

るときと。この３つの条件あるわけです。これに対する適確な答弁、何にもな

されておりません。

いや、資格審査を進めるあんたよりか、助役いっぺんお答えくださいよ、そ

の点について。これを何にして一般指名競争入札の何をやっているわけでしょ

う、あんたら出してるわけでしょう。その法的な。これ、わし聞いておかんと

ですね、どんな見解を出してくれてもですね、私として納得のいかないことは、

とことんこれ闘わなんだらしょうないですよ、別の立場で。多数決では決めら

れる問題でないんですよ。これ何にも、予算もわしせっついとんのでも何もな

いんですよって。こういう入札は、本来やっていいんですかと。指名競争入札

はこれ、今度の場合、この３つの何かに合致していますかということを明確に、

この３つのうちのどれをとらしていただいたらそれにあたったと、こういう事

情あったんやということをやな、きちっと説明せなんだら私は納得できません

よ、そんなもん。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

前議員さんの質問にお答えをしたいと思います。

自治法施行令第１６７条。ここにある１番、３番のとおりですね、やっぱり

一般競争入札にするよりも、地域にとっては指名競争入札が非常にこう、適し

ているという考えの中から、今回、指名競争入札にさせていただきました。
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○議長（亀井次男）

９番、前君。もう最後になりますので。

○９番（前利夫）

もうこれ以上言いませんよ。私これ出しとるでしょ。最後、判例ですよ。こ

の３つについて必ず判例出とるはずですよ、長いこの行政の方に、必ず。その

行政で議決したことは、適か不適かという判例があるわけです、ここへ書いて

おるとおり。後日、私に判例を出してくださいよ。それで私はこの質問を終わ

ります。で、これ以上の処置については、議員でございますので、議長の指示

に従います。

以上です。

○議長（亀井次男）

あの、何を出してほしいって。

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １５時２１分

再開 １５時２２分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開します。

暫時休憩して、議会運営委員会を開けというお話でございますが、皆さんど

のようにいたしましょうか。 暫時休憩。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １５時２２分

再開 １５時５２分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開いたします。

前議員より執行部に判例を提出してくださいと、こういうご要望でござい

ますが、執行部の方も今すぐと言って出せないと思うので、日にちを置いて、

まあできるだけ、できれば今議会にでも提出をしていただきたいと、こう思い

ます。いいですか。前議員、それでいいですか。

○９番（前利夫）

今議会でもと言わんと、今議会中にわしも必要ですので、出してもうてくれ

ませんか。

○議長（亀井次男）

以上で前君の一般質問を終わります。
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お諮りします。

本日の会議は、これで延会といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

○議長（亀井次男）

７番、田中君。

○７番（田中良知）

休憩中のことを聞かせてください。

○議長（亀井次男）

はい。ただいま休憩中に、議会運営委員会の懇話会みたいなかたちの中で会

議を開いて、もういろいろ、今日、明日と日にちもとっているので、後のまた

質問等の時間が関係もしてくるので。ほいてまあ、今日はこのぐらいのところ

で区切りをつけたらどうかなと。ほいてまあ僕も、朝から今日は２日分ぐらい

の、いろいろ議論もあったと思いますので、本日は、まあこの程度でというこ

とで了解しましたので。

はい、田中君。

○７番（田中良知）

正規の議会運営委員会じゃないと思うんです。その中で決められるというこ

とはちょっと腑に落ちないので、皆さんに諮っていただいて、これで閉会とい

うのなら、それもいたしかたないと思いますけど、その点お願いいたします。

○議長（亀井次男）

本会議の議事は議長が本会議場で進めると、こういうかたちの中で。ただ本

日、議員さんもきちっとした質問もするし、執行部もきちっとした答弁をいた

だいていたんですが、まあ、ちょっと時間もいろいろとかかりました。それで

まあ、この程度で延会としたいと、こういう僕の意見を議会運営委員会もいい

のじゃないかと、こういうふうにいただいたというのだけ、まあ、ご理解いた

だいて、いっぺん諮って……

（ 議長の判断で閉会するんやな。ほいやもうそれでええ」と田中議員、呼ぶ）「

○議長（亀井次男）

お諮りします。

本日の会議は、これで延会といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認め、本日は、これで延会とすることに決定しました。

本日は、これで延会といたします。

なお、１２番、森本明君の一般質問は、明日３月１６日、金曜日、午前９時

３０分より再開いたします。

本日は、これで延会といたします。
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どうもご苦労様でした。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

延会 １５時５５分
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